
●発行／松戸市●編集／広聴部広報課〒271松戸市根本387-5

●発行日／毎月５日・20日　No.830

ひゅーまんＣＩＴＹ

まつど

人口と世帯（3 月1日現在）

Ｏ人口　463,673人 （－539）

Ｏ　男　235,999人　（－199）

Ｏ　女　227､674人　（－340）

Ｏ世帯　IZI,598世帯（－312）

(
)
は
前
年
比

66-111

1

春 の中を走る

総武流 山電鉄

大正５年３月14日開業。

馬橋駅から流山駅の5.7kｍを､途中４つの

駅( 幸 谷･小 金城趾･ 鰭 ヶ崎･平 和台) を経な

がら、12 分 ほどかけて走り ます。

車両は、一般募集により付けられた愛称

(流 星・流馬・銀河･ 若葉・なの花・あかぎ)

で呼ばれ、鮮やかな色に塗装されてい ます。

平成４年度の利用者は延べ約584 万 人。

菜
の
花
は
春
の
使
者
。
目
に
ま
ぶ
し
い
黄
色

い
花
が
、
私
た
ち
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

ま
す
。
馬
橋
か
ら
新
松
戸
に
か
け
て
、
新
坂
川
沿
い

に
は
菜
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
４
月
に
な
る

と
、
桜
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
ま
す
。

花
の
向
こ
う
側
を
走
る
の
は
、
総
武
流
山
電

鉄
。色
と
り
ど
り
の
電
車
が
春
景
色
の
中
を
走
っ

て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
な
ん
と
な
く
の
ど

か
な
気
分
に
な
れ
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
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施政方針
高齢化社会に向け、在宅老人デイサービス事業を充実福祉医療センター東松戸病院内に

在宅介護センターを開設

改修中の運動公園は今年10月 に行われる県民大会にあわせてオープン

(写真は完成予想図)
多くのジャンルを取りそろえた図書分館ににぎわいのあるまちづくりに向け

商店街の整備に助成

宮間市長は、３月定例市議会初日の３月１

日、新年度の施政方針を発表しました。その

概要をご紹介します。

黯企画課

昨
年
は
、
本
市
の
市
制
施
行
五

十
周
年
を
迎
え
、
各
種
の
記
念
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
長
期
構
想

に

掲
げ
た
「
文
化
的
で

緑
豊
か
な

住
み
よ
い
活

気
の
あ
る
都
市
」
の

実
現
に
向
け
て

、
二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
や
博
物
館

、文
化
会
館
、

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
次
々

と

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

に

、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
び
く
景

気
の
低
迷
に
よ
る
経

済
情
勢
は
不
透
明
で

あ
り

、
景
気

が
回
復
基
調
に
進
む
と
し
て
も
本

年
後
半
以

降
で
あ
る
う
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
主
要
財
源
で

あ
る
市
税
収
入
へ
の
反
映
は
、
早

く
と
も
再
来
年
以
降
に
な
る
も
の

と
推
測
さ
れ
、
今
後
も
ま
す
ま

す

地
方
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
が
増

加
す
る
こ
と
も
、
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お
い
て

も
、
市
税
の

伸
び
が
前
年
度
と
の

比
較
で
二
・
二
％
減
と
い
う
大

変

厳
し
い
状
況
の
中
で
の
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
事
務
事

業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
進
め

、

歳
入
に
お
い
て

も
各
種
の
補
助
金

や
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

検

討
を
加
え
、
健
全
財
政

を
守
り
つ

つ

市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

大
型
の
建
設
事
業
が
完
了
し
つ

つ
あ
り
、
福
祉
や
保
健
医
療
を
は

じ
め

、
文
化
や
教
育
分
野
の
全
般

に
わ
た
り
ソ
フ

ト
事
業
に
重
点
を

移
行
し
た
結
果
、
新

年
度
の
一

般

会
計
予
算
は
、
前
年
度
当
初
比
で

一
〇
・

九
％

減
の
総
額
千
六
十
八

億
八
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で

は
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト

す
る
第
五
次
総
合
五
か
年
計
画
の

体
系
に
沿
っ
て

、
新
年
度
の
主
要

な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

真
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

健康・福祉の充実を
めざして

福祉公社を設立

す

べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り

、
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
中
で

、

健
康
を
保
ち
、
生
き
が
い

を
持
っ

て
明
る
く
安
心
し
て

暮
ら
す
に
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
一
体
と
な

っ
た
事
業
展
開
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
は
、
長

寿
社
会
の
到
来
を
目
前
に
ひ
か
え
、

幅
広
い
市
民
の
参
加
と
協
力
の
も

と
に
、
高
齢
者
や
心
身
障
害
者
な

ど
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
、
総
合

的
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供

豊かな心と文化の
創造をめざして

小金図書分館
を大型分館に

市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル

も
大

き
く
変
化
し
、
余
暇
の
充
実
や
芸

術
・

文
化
へ
の
関
心

も
一
段
と
高

ま
る
中
で
、
新
た
な
市
民
文
化
の

創
造
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
制
五
十
周
年
を
機
に
オ
ー
プ

ン
し

た
各
施
設
や
既
存
の
文
化

施

設
を
有
機
的
に
活
用
し
、
多
彩
な

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

文
化
の
中
核
施
設
を
め

ざ
す
文

化
会
館
「
森
の
ホ
ー
ル
2
1」
に
つ
い

て

は
、
文
化
振
興
財
団
を

支
援
し

、

市
民
に
親
し

ま
れ
る
音
楽
会
や
演

劇
公
演
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。博
物
館
で

は
、
幸
田
貝
塚
の
土

器
や

考
古
、
民
俗
、
歴
史
資
料
の

展
示

を
は
じ
め
、
民
俗
行
事
を
紹

介
す

る
企
画
展
や
「
馬
と
牧
」
と

題
し
た
特
別
展
な
ど
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

戸
定
歴
史
館
で
は
、
二

条
城
・

黒
書
院
の
障
屏
画
を
、
京
都
市
の

協
力
を
得
て

、
二
条
城
以
外
で

初

公
開
し
ま
す
。あ
わ
せ
て

、新
た
に

発
見
さ
れ
た
徳
川
昭
武
公
に
ま
つ

わ
る
幕
末
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

文

化
ホ
ー
ル

で

は
、
自
然
科
学

系
の
企
画
展
や
「
光
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
特
別
展
を
計
画
し
て
い
ま

す
。学
校
教
育
に
つ
い
て

は
、
集
団

生
活
へ
の
適
応
が
う
ま
く
で

き
な

い
児
童
生
徒
の
不
登
校
を
解
消
す

る
た
め
、
適
応
指
導
教
室
の

全
日

す
る
た
め
、
福
祉
基
金
を
活
用
し

て
財
団
法
人
松
戸
市
福
祉
公
社
を

設
立
し
ま
す
。

要

介
護
老
人
の
在
宅
生
活
を
二

十
四
時
間
体
制
で
支
援
す
る
た
め
、

公

設
で
は
県
内
で
も
数
少
な
い
在

宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
福
祉

医

療
セ
ン
タ
上

果
松
戸
病
院
内
に

開
設
し
、
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の

介
護
者
に
対
し
て

、
介
護
技
術
の

指
導
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
相
談
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

虚
弱
老
人
な
ど
の
在
宅

生
活
を

積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、

在
宅

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を

充
実

す
る
と
と
も
に

、
老
人
福
祉
施
設

へ
の
助

成
も
拡
大
し
施
設
整
備
の

促
進
と
運
営
の
安
定
に

努
め
ま
す
。

心
身
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、

聴
覚
障
害
者
支
援
の
た
め
、
手
話

通
訳
者
の
増
員
に

努
め
、
社
会
福

祉
法
人

が
新
た
に
設
置
す
る
福
祉

作
業
所
の

運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
ね
た
き
り
老
人

福
祉
手
当

、
痴
呆
性
老
人
福
祉
手

当
、
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
等
福

開
級
を
め
ざ
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、

六
実
第
三
小
学
校
の
学
級
増
に

対

応
す
る
た
め
校
舎
の

増
築
を
進
め
、

小
中
学
校
の
外
壁
の

改
修
な
ど
に

も
努
め
ま
し
た
。

中

学
校
給
食

に
つ
い
て
は
、
平

成
７

年
度
の
全
校
実
施
を
め
ざ
し

て

き
ま
し
た
が
、
財
政
事
情
を
考

え

る
と
、
当
初
予
算
へ
の
計
上
が

難
し
い
状
況
で

す
。
未
着
工
の
三

校
分
に
つ
い
て
は
設
計
な
ど
の

準

備
を
終
え
、
今
後
は
国
の
減
税
補

填
（
て
ん
）
対
策
な
ど
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら

、
予
定
ど
お
り
実
施

で
き
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
ま
す
。

社
会
教
育

に
つ
い
て
は
、
小
金

支
所
の
移
転
に
よ

る
跡
施
設
を
改

修
し
、
図
書
館
の
小
金
分
館
を
大

型
分

館
と
し
て

蔵
書
や
設
備
を
充

実
さ
せ
、
来
春
に
は
利
用
で

き
る

よ
う
整
備
し
ま
す
。

県
下
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ

る
第
四
十
七
回
千
葉
県
民
体
育
大

会
が
本
年
1
0月
、
運
動
公
園
を
メ

ー
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

改
修
中
の
陸
上

競
技
場
は
、
第
三

種
公
認
競
技
場
と
し
て
大
会
に
あ

わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
、
実
り
の
多

い
祭
典
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
国
際
交
流

に

つ
い
て

は
、
新
年
度
は
中
学
生
を

中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
市
へ
派
遣
し
、

卓
球
大
会
を
通
し
て

相
互
の
理
解

と

友
好
を
深
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
国
際
交
流
も

盛
ん
で

す
（
三
力
国
中
学
校
親

善
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大

会
）

祉
手
当
の
引
き
上

げ
や
難
病
者
援

護
に
お
け
る
対
象
疾
患
の
追
加
な

ど
そ
の
充
実
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

々
を
中
心
に
市
内
十
二
の
地
区
で

自
主
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
大

に

向
け
、
小
域
福
祉
圏
ホ

ー
ム
ヘ

ル

プ
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
、
推
進

の
核
と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ

も
助
成
し
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
こ

ど
も
の
遊
び
場
を
新
設
す
る
ほ

か
、

学
校
の
余
剰
教
室
を
利
用
し
た
学

童
保
育
所
の
配
置
に
努
め
ま
し

た
。

ま
た
、
父
子

家
庭
に
は
、
母
子

家

庭
に
準
じ
て
入
学
・
就
職
祝
金
な

ど
の
助
成
を
し
ま
す
。

保
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
保
育

所
を
活
用
し
て
子
育
て
支
援
事
業

を
開
始
し
、
民
間
保
育
所
の
運
営

に

対
す
る
支
援
も
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

健

安心できる暮らしの
実現をめざして

救急体制の充実

い
つ
の
時
代
で

も
、
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安

全
で
快
適
な
市
民
生
活
が
営
め
る

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で

す
。

防
災
・
防
犯
対
策
に
つ

い
て

は
、

懸
案
で

あ
っ
た
千
葉
大
学
園
芸
学

部
農
場
移
転
跡
地
の
払
い

下
げ
に

よ
り
、
県
立
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー

の
開
設
と
松
戸
警
察
署
の
移
転
が

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
早
期

完
成
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
内
に
は
、
隣
接
公

園
の
拡

張
整
備

に
あ
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
体
育
館
を
建
設
し
、
市
民
が
安

心
し
て

暮
ら
せ

る
防
災
・
防
犯
施

設
と
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策
の
楽
し
め

る
公
園
が
一
体
と
な

っ
た
ゾ
ー
ン

に

整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制

に
つ

い
て

は
、

昨
年
か
ら
八
ヶ
崎
消
防
署
の
設
置

に
つ
い
て
一
部
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、
平
成
８
年
の
開
署
に
向
け

て
調
査
や
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
活
動
を
支
援

す

る
た
め

、
消
防
団
消
防
セ
ン

タ
ー

‘

．

の

改

修
も

進
め

ま

す

。

救
急

体

制
の

充

実

を

図

る
た

め

、

東
部

署

、
馬

橋

署
の

救

急

車

を
更

新

し

、

全
署

の

救

急
車

に

も
モ

ニ

タ
１‐
ｌ
な

ど
の

高

度

救
急

医

療
資

機

材

を

搭
載

し

、

救

命
率

の

向
上

に

努
め

ま

す

。

治

水

に

つ

い
て

は

、
国

分
川

分

水
路

事

業
が

、

関

係
者

の

皆

さ

ん

の

理

解

と

協
力

に

よ

り

、

多
く

の

康
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
、中
央
・

小
金
両
保
健
セ
ン

タ
ー
や
市
民

セ

ン

タ
ー
を
活
用
し
た
予
防
活
動
の

展
開
と
あ
わ
せ
て

、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
な
ど
保
健
医
療

サ
ー

ビ
ス
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

昨
年
、
開
設
し
た

福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
は
、
べ
ッ
ド

数
を
九
十
床
か
ら
百
三
十
五
床
へ
、

常
設
診
療
科
目
を
四
科
目
か
ら
八

科
目
へ
と
増
設
す
る
ほ
か
、
医

師

や
看
護
婦
な
ど
の
増
員
を
図
り
、

機
能
と
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
市

民
は
も
と
よ
り
東
葛
飾
地
域
に

お

け
る
第
三
次
救
急
の
基
幹
病
院
と

し
て
の

役
割
を
担
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て

は
、
歳
出
増
に
備
え
一
般
会

計
か
ら

特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
を

行
い

、
財
政
調
整
基
金
の
積
み

立

て
を
し
て
も
、
被
保
険
者
や
医

療

費
の
増
加
に
よ
り
、
保
険
料
を
値

上
げ
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

難
関
を
乗
り
越
え

、
本
年
通
水
の

運
び
と
な
り
ま
し

た
。

坂
川
最
下

流
部
の
柳
原
排
水
機

場
は
、
本
年
、
県
事
業
と
し
て
着

工
さ
れ
ま
し
た
。
分
水
路
上
流
部

の
準
用
河
川
春
木
川
も
、
一
級
河

川
へ
指
定
替
え
の
う
え
整
備
に
着

手
し
、
万

全
を
期
し
ま
す
。

準
用
河
川
上
富
士
川
に
つ
い
て

は
、
根
木
内
地
区
の
浸

水
解
消
と

親
し
ま
れ
る
水
辺
と
な
る
よ
う
、

年
次
計
画
を
も

っ
て
整
備
し
ま
す
。

排
水
路

に
つ
い
て
は
、
根
木
内
、

三
ヶ
月
、
南
花
島
、
常
盤
平
、
紙

敷
な
ど
の

整
備
を
進
め

る
ほ
か
、

栄
町
の
整
備
に
あ
わ
せ

排
水
機
場

の
ポ
ン
プ
増
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
社
会
は
確
実
に
進
展
し
て
お
り
、

こ
の
潮
流
に
対
応
す
る
方
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
行

っ
て

き
た
重
度
の

身
体
障
害
を
持
つ
人
々

に
対
す
る

住
宅
改
造
資
金
の
貸
付

制
度
枠
を

拡
大
し

、
新
た
に
要

介
護
老
人
な

ど
も
対
象
と
し
ま
す
。

同
時
に
、

利
子
の
引
き
下

げ
、
所

得
制
限
の

緩
和
と
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に

、
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
住

宅
に
困
窮
す
る
高
齢
者
に
対
し
、

市
が
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ

提
供
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
分
川
分
水
路
は
３
月
2
2日
に

通
水
し
ま
し
た

自然観察舎を開設

真
の
豊
か
さ
を
享
受
で

き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
は
、
親
緑
・
親

水
に
も
配
慮
し
た
人
と
都
市
と
の

調
和
の
と
れ
た
安
ら
ぎ
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で

す
。

本
市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
に

つ

い
て
は
、
園
内
に
自
然
観
察
舎

を
開
設
し
、
生
息
す
る
野
鳥
や
小

動
物
、
植
物
の

観
察
を
通
し
て

、

生
態
系
の
仕
組
み
や
人
と
自
然
と

の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
い
た
だ

21世紀にふさわしい都市空間と

産業の振興をめざして

中小企業経営に助成

魅
力
に

あ
ふ
れ
活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
市

民
の
多
様
な
要
望
に
こ
た
え
ら
れ

る
都
市
空
間
の
形
成
が
大
切
で
す
。

区
画
整
理
事
業
・
都
市
再
開
発

事
業

に
つ
い
て
は
、
多
角
的
な
調

査
・
研
究
を
行
い
、
市
民
が
誇
り

と
愛
着
の
持
て
る
良
好
な
市
街
地

の
形
成
に
努
め
ま
す
。

既
成
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
北

小
金
駅
南
口
地
区
再
開
発
事
業
も
、

地
元
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
「
ピ

コ
テ
ィ
」
の
愛
称
の
も
と
全
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
東
館
・
西

館
に
出
店
す
る
地
元
権
利
者
の

負

担
の
軽
減
に
も
十
分
配
慮
し

ま
す
。

松

戸
駅
周
辺
地
区

に
つ
い
て
は
、

松
戸
駅

が
本
市
の
顔
で
あ
り
中
心

拠
点
商
業
地
域
で
あ
る
と
の

観
点

か
ら
、
今
後
も
調
査
研
究
を
行
う

中
で

、
地
元
の

協
力
を
得
な
が
ら
、

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

矢
切
地
域
の
新
市
街
地
整
備
に

つ
い
て
は
、
高
度
な
機
能
と
二
十

一
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
元

の
方

々
と
の
協
議
と
並
行
し
て
調
査
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通

に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
年
、
地
下
鉄
十
一
号
線
の
水
天

宮
前
か
ら
押
上
ま
で
の
延
伸
が
決

ま
り
、
従
来
よ
り
一
歩
も
二

歩
も

前
進
し
ま
し

た
が
、
さ
ら
に

、松
戸

延
伸
に
つ
い
て
も
早
期
に
実
現
さ

く
ほ
か
、
園
内
外
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
誇
る
、
現
在
か
ら
未
来
へ

の
大
き
な
緑
の
財
産
と
し
て
い
き

ま

す
。
緑
の
保
全

に
つ
い
て
は
、
松
戸

ら
し
さ
を
後
世
に
残
す
た
め

、
緑

の

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を

図
り
、
矢
切
地
区
の
斜
面

緑
地
に

つ
い
て
も
調
査
を
継
続
し
ま
す
。

水
空
間

に
つ
い
て
は
、
生
き
た

川
の
流
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
国
分
川
分
水
路
と
坂
川

の
合
流
部
に
親
水
広
場
を
造
り
、

新
年
度
中
に
閧
放
し
ま
す
。

河
川
の
美
化
活
動
に
つ
い
て
は
、

昨
年
設
置
し
た
川

を
き
れ
い
に
す

る
推
進
本
部
を
中
心
に
、
市
民
と

事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て

清
流
復

活
へ
向
け
て
の
各
種
事
業
を
進
め
、

今
後
も
河
川
の
清
掃
や
浚
渫
、
水

量
の
確
保
な
ど
に

努
め
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
処
理
区

域
の
拡
大
に
最
大
限
の
努
力
を
注

ぎ
、
面
整
備
事
業
を
重
点
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に

水
洗
化
に
つ
い

て

も
推
進
を
図
り
、
市
民
の
要
望

に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
下

水
道
の

普
及
に
邁
（
ま
い

）
進
し
ま
す
。

工事の進む和名ヶ谷クリーンセンター(平成７年度稼動予定)

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
積
極
的
な
協
力

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
効

果
は
上
か

っ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て

廃
棄
物
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く

、
今
後
と
も
、
排
出
抑

制
、
減
量
化
、
資
源
化

、
適
正
処

理
を
一
層
促
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
４
月
か
ら
施
行
す
る
「
松

戸
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処

理
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、

事
業
系
廃
棄
物
対
策
事
業
を
推
進

し
、
市
の
責
務
、
事
業
者
の
責
務
、

市
民
の
責
務
を
明

確
に
す
る
こ

と

で

、
ご
み
の
減
量

、
リ
サ
イ
ク
ル

体
制
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る

ほ
か

、
事
業
系
廃

棄
物
対
策
総
合

計
画

を
策
定
し
ま
す
。

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

は
、
平

成
７

年
度

の
稼
動
に
向
け
全
力
を
注
ぎ
、
公

害
の
な
い
地
域
に
密
着
し
た
施
設

と
し
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

環
境
に

も
配
慮
し

、
体
育
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
建
設
も
推
進

し
ま
す
。

れ
る
よ
う
、
国
や
帝
都
高
速
度
交
　
て
い
ま
す
。

通
営
団
な
ど
に
対
し
強
く
要
請
し
　
　

産
業
の
振
興
に
つ

い
て

は
、
戦

で
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

後
最
大
の
不
況
と
い
う
現
況
に
鑑

街

路
事
業
に
つ
い
て

は
、
都
市
　

み
、
中
小
企

業
資
金
の
預
託
金
を

計
画
道
路
の
早
期
実
現
に
あ
た
り
、
増
額
し
融
資
枠
を
拡
大
し
た
ほ
か
、

市
民
の
協
力
と
多
大
な
経
費
を
要
　

景
気
変
動
対
策
資
金
の
特
例
期
間

し

ま
す
の
で

、
計
画
的
な
事
業
の
　

を
延
長
し
、
中
小
企
業
経
営
の
活

推
進
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
市
を
　

性
化
を
図
り
ま
す
。

南
北
に
結
ぶ
三
・
三
・
七
号
線
に
　
　
商
店
街
の
整
備
に
つ
い
て

は
、

つ
い
て
は
、
重
要

な
幹
線
で
す
の
　
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

て
　
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
す
・
　
り
を
促
進
す
る
た
め
、
街
路
灯
や

県
事
業
で

進
め
ら
れ
て
い
る
五
　

カ
ラ
ー
舗
装
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど

香
立
体
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
の
　
の
設
置
を
助
成
し
ま
す
。

工
事
着
工

を
強

く
要

請
し

ま
す
。
　
　
地
域
で

働
く
方
々
に
新
し
い
技

ま
た
、
登
校
橋
や
根
本
橋
な
ど
の
　
能
や
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ

架
け
替
え
に
つ
い
て
も
早
期
に

完
　
く
た
め
、
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ

成
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
　
１
の
運
営
に
も
助
成
し
ま
す
。
加

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

え
て
、
国
際
化
社
会
へ

の
民
間
貢

さ
て

、
地
域
産
業
の
発
展
は
、
　
献
事
業
と
し
て
商
工

会
議
所
が
実

地
元

の
経
済
力
を
高
め

、
活
力
に
　

施
す
る
外
国
人
研
修
生
の
技
術
実

満
ち
た
ま
ち
と
な
る
た
め
の
重
要
　

習
制
度
に
も
助
成
し
ま
す
。

な
要
素
で
す
。
一
方
、
都
市
型

農
　
　
農
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
各

業
は
、
生
産
緑
地
や

良
好
な
緑
地
　

種
助
成
を
行
い
都
市
型

農
業
の
育

空
間
を
市
民
に
提
供
し
、
う
る
お
　
成
に
配
慮
し
、
農
産
物
の
品
質
と

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
　

生
産
性
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

よ
り
よ
い
都
市
の
実
現
に
は
、

市
民
憲
章
に
も
掲
げ
て
い
る
よ
う

に
、
市
民
の

連
帯
と
自
ら
の
ま
ち

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持

っ
て
い
た

だ
く
こ

と
が
不
可

欠
で
す
。

平
和
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
和

に
対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
と
高

揚
を
図
る
た
め
、
平
和
基
金
を
活

用
し
、
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

私
は
松
戸
市
長
期
構
想
の

仕
上

げ
の
段
階
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
四
次
二

十
年
間
に
わ

た
る
計
画
行

政
に
よ
り
積
み
重
ね

て

き
た
成
果
を
基
に
し
て

、
市
民

の
皆
さ
ん
が
真
の
ゆ
と
り
と
豊
か

さ
を
実
感
で

き
る
「
一
度
住
ん
だ

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
引
き

続
き
集
会
所
建
設
に

も
助
成
し
て

い
き
ま
す
。

女
性
問
題
に
つ
い
て
は

、
婦
人

会
館
を
女
性
行
動

計
画
推
進
の
中

心
施
設
と
し
て

改
修
し

、
名
称
を

女
性
セ
ン
タ
ー
に
改
め
ま

す
。

ら
い
つ

ま
で

も
住
ん
で
い
た
く
な

る
ま
ち
づ
く
り
」
へ
向
け
て
、
長

寿
社
会
・
文
化
・
生
活
空
間
を
主

要
テ
ー
マ
と
す
る
第
五

次
総
合
五

か
年

計
画
＝
ゆ
と
り
・
豊
か
さ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
テ
ィ
ま
つ
ど
5
5
＝

の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

平成６年度

快適環境の向上を
めざして



主な事業の予算額

総務費

市民憲章普及事業…46 万９千円

交通安全施設整備事業

．　　　･･･j 億7,210 万５ 干円

自転車放置防止対策事業

…２億2,40〔〕万３千円

路上駐車対策事業…234 万 ２千円

防犯灯設置費補助金…4,225 万 円

防犯灯維持管理費補助金

…8,947 万 ６干円

平和事業…210 万円

町会掲示板新設補助金…320 万円

集会所補助金…3,081 万 ４干円

市議会議員 選挙費

…１億8,721 万 フ干円

県議会議員選挙準備費

…3,282 万 ５千円

民生費

社会福祉関係…３億3,168万6 干円

見舞品関係…3,741万６干円

生きがい福祉事業団関係

…6,636万４千円

心身障害者関係

…６億7,523万2 千円

老人福祉関係…10億2,058万8 千円

児童福祉関係…13億3,610万9千円

民間保育所関係

…３億7,974万５干円

こども健全育成費

…１億Z,019万２干円

市民センター施設整備費

…6,498万９干円

衛生費

おせわ事業…１億4,245 万６ 千円

乳幼児健康診査事業

…4,498 万 ４干円

成人 ・老人健康管理事業

…４億1,585 万６千円

健康 ・栄養改善推進員活動事業

…1,403 万1 千 円

健康づくり推進事業

…1,101 万４ 干円

在宅ケア推進事業…∠1,∠圃 万４千円

夜間等急病診療事業

…２億909 万 ９干円

各種予防接種事業

…１億ｱ,524 万1 千 円

県営水道施設利用組合等補助金

…2,829 万 １千円

白井聖地公園建設事業…6,500 万円

公害対策事業…9,269 万 ３千円

塵芥処理対策事業

…53 億2,32Z 万 ６千円

し尿処理対策事業

…11 億3,038 万 ４千円

農林水産業費

病害虫等防除関係経費…3,351万円

農業振興資金融資関係経費

…１億6,000万円

各種農業振興事業…2,146万円

農村青少年クラブ協議会補助金

…65万円

障害者に理解を

商工費

商店街共同施設設置関係経費

…4,447万８千円

金融対策関係費…9 億5,908万９干円

雇用対策事業…272万円

地域職業訓練センター運営費補助

金…1,800万円

商業構造基本調査事業…480万円

消費者対策関係経費…1,357万円

土木費

道路維持補修事業

…16億7,339 万 フ千円

道路新設改良 事業

…13億9,627 万 ３干円

橋り よう 新設改良事業

…２億1,6Z9 万４ 千円

国分川分水路事業(下 流)

…8,957 万 円

準用河川改修事業…1僮4,330 万 円

坂川清流復活事業…8,200万円

河川愛護啓蒙事業…140 万１ 干円

河川整備事業…1,000 万 円

再開発事業資金融資利子補給金

…1,31Z 万９ 千円

再開発事業共同管理費補助金

…900 万 円

新用途指定対応調査委託料

…1,200 万 円

矢切地区現況調査委託料…2,200 万FIﾐ

紙敷 金楠台土地区画整理調査委託

料…610 万 円

都市計画街路事業

…24 億3,329 万 ６千円

公園建設事業…1,62Z 万 ９千円

緑のマスタープラン策定委託料

…1,800 万円

公園整備費…6,636 万 ３干円

公園便所水洗化事業…2,6()O万 円

財まつど街と水辺の緑化基金運営

費補助金…800 万 円

排水路整備事業…27 億862 万ﾌ 千円

消防費

消防関係経費…２億2,048万4 干円

災害対策関係経費…3,294万9 干円

教育研究指導経費…9,853 万5 干円

小中学校校舎等維持管理費

…４億ZO 万２千円

父母負担軽減対策事業

…4,102 万４ 千円

小中学校建設事業…19 億2,445 万円

私立幼稚園振興事業

…４億4,858 万 ８干円

黜 文化振興財団運営費補助金

…7,735 万 フ干円

図書館小 金分館拡張 準備経費

…1,561 万 フ千円

埋蔵文化財調査関係経費…1,025万円

文化ホール特別展等開催事業費

…386 万 フ干円

県民体育大会開催事業費…380 万円

中 学校給食管理 運営経費

…４億3,358 万９ 干円

中学校給食新設校用備品等購入費

…Z,Z45 万６ 干円

六

実

第

三
小

学

校

校
舎

増

築

事

業
（
二
億
四
千
百
三
十
万
円
）
…
学

級

数
が

増

加
す

る
た

め
校

舎

を

増

築
し

、

教

室
不

足

の

解

消
を

図

り

ま

す
。

屋
内

体

育

館
及

び

給

食
施

設

建

設

事

業
（
十

五

億
五

千
二

百
八

十

二
万
六
千
円
）
…
第
二
・
第
四
中

学

校
の

屋

内

体

育
館

を

改

築
し

、

併

せ
て

給

食

施

設
等

を

建

設
し

ま

す

。戸

定
歴

史

館

特

別
展

等

開

催
事

業
（
一
千
百
十
九
万
五
千
円
）
…
「
鯛

二

条

城
－

黒

書

院

障
屏

画

と
幕

末

の

古

写

真
展

」

を
1
0
月
８

日

～
1
1
1
1

一

月
1
3
日
（
予

定

）
に

開
催

し

ま

す
。

博

物

館
特

別
展

等
開

催

事

業
費

（
三
千
四
十
一
万
八
千
円
）
…
常
設

資

料

展
や

企

画

展

「
㈹

救
い

の

民

族

」

を
７

月
2
3
日

～
９

月
４

日

に

、

「
仮
馬
と
牧
」
を
1
0
月
８
日
～
１
１
一
月

2
7日
に

開

催
し

ま

す
。

救

急
関

係

経

費
（

二

千

九
万

六

千
円
）
…
救
急
の
高
度
化
に
伴
い
、

現

在

高
規

格

救

急
車

に

装

備

さ
れ

て
い
る
、
心
電
図
や
血
圧
等
の
モ

ニ
タ
ー
を
市
内
全
署
の
救
急
車
に

装
備
す
る
な
ど
、
救
命
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

消
防
車
両
等
整
備
費
（
五
千
百

消防費

救
急
車
２
台
を
更
新

四
十
万
二
千
円
）
…
２
Ｂ
型
救
急

車
二

台

、

水
槽

付

消

防

ポ
ン

プ

車

一
台

等

を

更
新

し

ま

す

。

蔚
八

ヶ

崎

消
防

署
設

計

等
委

託

料
（
一
千
七
百
十
万
円
）
…
市
街
化

か

進
む

八

ヶ

崎

中
央

地

区
の

消

防

署

設
置

に

向
け

、
本

年

度
は

実

施

設

計
等

を

行
い

ま
す

。

福

祉

医
療

セ

ン

タ

ー
に

つ

い

て

（
二
十
六
億
三
千
七
万
八
千
円
）
…

今
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
内
・
東
松

戸
病

院

の

常
設

診

療

科
目

を

、
四

科
目
か
ら
八
科
目
に
増
や
し
ま
す
。

ま
た
セ
ン

タ
ー
内
・
老
人
保
健
施

設
「
梨
香
苑
」の
事
業
費
も
含
ん
で

い
ま
す
。

病院事業

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
を
充
実

中
小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
（
八

億
円
）
…
市
内
の
中
小
企
業
預
託

融
資
制
度
取
扱
金
融
機
関
・
中
小

企
業
事
業
協
同
組
合
に
原
資
を
預

託
し
、
中
小
企
業
の
振
興

を
図
り

ま
す
。

中
小
企
業
を
支
援

中

小

企

業
融

資

資
金

利

子

補

給

金
（
一
億
六
百
万
円
）
…
中
小
企
業

融

資

制

度
の

充

実

お
よ

び
経

済

変

動
対

策

資

金
の

申

込

期
間

を

延

長

し

、

経

営

基
盤

の

強
化

を

図

り

ま

す
。

美
術
展
開
催
事
業
費
（
二
千
三

百
七
十
三
万
三
千
円
）
…
平
成
７

年
２

月
中
旬
～
３
月
下
旬
に
、「
貎

田
中
寅
三
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

国
際
ス

ポ
ー
ツ

交
流
事
業
（
七

教育費

二
つ
の
中
学
校
に
給
食
施
設

百
二
十
二
万
一
千
円
）
…
中
国
ハ

ル

ビ
ン

市
に
本
市
の
中

学
生
を
派

遣
（
８
月
下
旬
)
、
韓
国
大
邸
（
テ

グ
）
市
を
交
え
て

三
力
国
に
よ
る

親
善
卓
球
大
会
を
行
い
ま
す
。

松
戸
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
改

修
等
事
業
（
三
億
四
千
八
百
万
円
）

…
1
0月
開
催
の
「
県
民
体
育
大
会
」

の
総
合
開
会
式
場
・
陸
上
競
技
会

場
と
し
て

使
用
す
る
た
め

、
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ス
タ
ン
ド
を
改
築
す
る

と
と
も
に

、
競
技
用

備
品
等
を
購

入
し

ま
す
。

貎
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
利
便
施
設
の
建
設
（
九
億
三
千

二
百
六
十
五
万
円
）
…
温
水
プ
ー

ル
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど
の
体

育
施
設
や
、
ホ
ー
ル

な
ど
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
を
建
設
し
ま
す

（
平
成
８

年
度
完
成
予
定
）。

国
分
川
改
修
事
業
（
二
千
七
百

万
円
）
・
＝
春
木
川
流
域
の
水
害
の

解
消
を
図
る
た
め
、
準
用
河
川

春

木
川
の

う
ち
、
獅
子

舞
橋
上
流
端

か
ら
黎
明
橋
上
流
端
ま
で
の
千
百

八
十
μ

を
一
級
河
川
・

国
分
川
に

指
定
替
え
し
、
国
庫
補
助

事
業
と

し
て

整
備
し
ま
す
。

干
葉
大
学
農
場
跡
地
整
備
事
業

（
一
億
七

千
万
円
）
＝
単

葉
大
学
の

羅一
場
移
転
に
伴
う
跡
地
二
万
七
千

七
百
五
平
方
封
を
防
災
セ
ン
タ
ー

・
松
戸
警
察
署
・
都
市
公
園
の
公
共

用
地
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
建
設

事
業
（
十
億
一
千
七
百
七
万
五
千

円
）
・
＝
自
然
観
察
舎
（
1
0月
開
設

予
定
）
の
建
設
な
ど
、
公
園
内
を

整
備
し
ま
す
。

民
間
質
貸
住
宅
僭
上
事
業
（
三

百
六
十
万
円
）
・
こ
立
ち
退
き
要
求

な
ど
に
よ
り
、
住
宅
の
確
保
に
緊

急
を
要

す
る
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
等
に
対
し
、
市
で

借
り

上
げ
た

民
間
ア
パ
ー
ト
を
提
供
し

ま
す
。

企業会計予算

土木費

総
合
公
園
に
自
然
観
察
舎

特別会計予算

水　道 28億4,945万４千円

病　院 179億8,968万８千円

合計　　208億3,914万２千円

市民1 人当たりに使われる主な予算

衛 生 費 57,428円

土 木 費 42,209円

民 生 費 36,928円

教 育 費 30,488円

総 務 費 25,341円

公' 債 費 23,729円

消 防 費 10,743円

一般会計予算全体では233,749 円

国民 健 康 保 険 172億7,392 万８千円

松　 戸　競　 輪 79億3,497 万７千円

下 水 道 事 業 151億1 万１千円

市　場　 事　業 ４億6,2 巧万７千円

老 人 保 健 事業 137億1,207 万１千円

駐 車 場 事 業 ３億8,165 万４千円

合計　　548 億6,479 万８干円

しあわせな未来のために

高

齢

者

・
障

害

者

住

宅

増

改
築

資
金
貸
付
金
（
二
千
五
百
万
円
）
…

今
ま
で

の

制
度

を

拡

大
し

、
六

十

歳

以

上

の
要

介

護

老

人
や

精

神
薄

弱

者

も

対

象
に

加

え

、

併
せ

て

貸

付

条

件

の
見

直

し

を

図
り

、
利

用

し

や

す
い

制
度

に

し

ま
し

た

。

身

体

障

害
者

療

護

施

設
建

設
費

負
担
金
（
六
千
万
円
）
…
今
年
県
内

に

開
所

す

る
二

つ

の

施

設
の

建

設

費

の

一

部

を
負

担

し

、
本

市

の
入

所

枠

を
確

保

し

ま
す

。

黜

松
戸

市

福

祉
公

社

関

係

経

費

（
一
億
九
千
七
十
五
万
五
千
円
）
…

市

民

福
祉

向

上

の
た

め

、

今

年

３

月
2
4
日
に

設
立
し

た

松

戸

市

福
祉

公

社

に

出

資

し

、

運

営

費
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。

在

宅

介

護
支

援

セ
ン

タ
ー

関

係

経
費

（
二

千

九

百
五

十

七

万
七

千

円
）
…
在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
等

の
介

護

者
に

保

健

・
福

祉

サ

ー

ビ

民生費

福
祉
公
社
が
発
足

ス

実
施

機

関

と
の

連

絡

調
整

等

の

便

宜

を
図

る

た
め

、

在

宅

介
護

支

援

セ
ン

タ
ー

を

開
設

し

ま

す

（
東

松
戸
病
院
内
に
６
月

開
設
予
定
）
。

シ
ル

バ

ー

人

材
セ

ン

タ
ー

運

営

費

補

助
金

（

六

千
五

百

六
十

七

万

二
千
円
）
…
昨
年
1
2
月
に
発
足
し

た
（
社
団

）
松

戸

市
シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー
に

運

営
費

の

補

助
を

行

い

ま
す

。

特

別
養

護

老
人

ホ
ー

ム

建

設

費

負
担
金
（
一
千
五
百
万
円
）
…
今
年

沼

南
町

に

オ

ー
プ

ン

す

る

施

設
の

建

設
費
の

一

部
を

負

担
し

、
本

市

の

入

所

枠

を

確
保

し

ま

す

。

その他　3億4,949万1千円(0.3％)

平成６年度の予算の概要につい

てお知らせします。

今年度は一般会計の予算総額が

1,068億８千万円と、前年度を131

億円下回りました。

その理由は、長引く景気の低迷

により市税の減収が見込まれるこ

とと､「森のホール21」や「21世紀

の森と広場」など、大型施設の完

成によるものです。

予算の特徴は「ハードからソフ

トへ」。福祉施策や文化行政､中小

企業対策の充実と、今後の都市基

盤整備のための調査事業などに重

点を置いた編成になっています。

今年度の特色ある事業について

ご説明します。

蠢財政課

予 算 の

概　 要

老
人
日

常

生

活

用

具
給

付

（

貸

与

）

事
業

（

七
百

八

十

一
万

七

千

円
二
部
民
生
費
）
…
在
宅
福
祉

の

充

実
を

図

る
た

め

、

所

得
税

非

課

税

世
帯

対

象
だ

っ
た

介

護
用

日

常

生
活

用

具

の
提

供

を

課

税

世
帯

ま
で

拡
大

し

、
入

浴

補

助

用

具

な

ど

九

品
目

を

追

加
し

ま

し

た

。

特
定
フ
ロ
ン
回
収
機
器
購
入
費

（
百
五
十
一
万
円
）
…
資
源
リ
サ
イ

ク

ル

セ
ン

タ

ー
で

冷

蔵

庫

を

処

理

す

る

際
、

地

球
の

オ

ゾ
ン

層

を

破

壊

す

る
フ

ロ

ン

ガ
ス

を

大

気

中

に

飛

散
さ
せ

ず
に

回

収
し

ま

す

。

Ｅ
Ｍ

ぽ
か

し

普

及
モ

デ
ル

事

業

（
百
十
九
万
四
千
円
）
…
生
ご
み
の

家

庭
で

の

処

理
を

促

進

す
る
た
め

。

「
Ｅ
Ｍ

ば
か

し

（
発

酵

合

成
型

有

機
肥

料

）
」
を

使

っ
た

、

た
い

肥

化

を
モ
デ
ル
事

業

と
し
て

行

い

ま
す

。

事

業
系

廃

棄

物
対

策

事

業

（

一

千
二
百
五
十
七
万
一
千
円
）
…
市

内

全
事

業

所
を

対
象

に

、

ご
み

排

出
に

つ

い
て

の

事
業

者

責
任

の

あ

り

方

を
指

導
し

ま
す

。

事

業
系

廃

棄

物
対

策

総

合

計

画

策
定
委
託
料
（
一
千
三
百
万
円
）
…

事

業

所
が

行

う

べ
き

資

源
の

再

利

用
の

行

動

指

針

な
ど

、

事

業
系

廃

棄

物
に

対

す

る

総
合

的

な

計
画

を

策

定
し

ま

す

。

貎
和
名
ヶ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー

の
建

設

（

百
四

億

九

千
六

百

六

十
二
万
円
）
…
平
成
７
年
1
0
月
１

日

稼

動
予

定
の

新
ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー
の

建

設

費

等
で

す

。

衛生費

事
業
系
廃
棄
物
対
策
を
強
化

女
性
セ
ン

タ
ー
費
（
六
千
八
百

四
十
八
万

九
千
円
）
…
松
戸
市
女

性
行
動
計
画

を
、
市
民
の

皆
さ
ん

と
一
緒
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の

拠
点
と
し
て

、
婦
人
会
館
を
新
た

に
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
開
設

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
の
施
設
・

設
備
の
整
備
、
改
修
工

事
費
等
で

す
。

歳出予算

総務費

女
性
セ
ン
タ
ー
を
開
設

歳入予算

その他　6億6,610万1千円(0.6％)

平成６年度

教育費

長
び
く
不
況
対
策
と
し
て

救
命
率
の
向
上
を
図
る

商工費

‐・
‐

’、
　

！

‐‐‐‐‐‐
　
　
　
　
　
　

Ｓ
＝

2
1
世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
備
え

屋
内
体
育
館
の
改
築
に
併
せ

ハードからソフトへ

一般会計1,068億８干万円

男
女
共
同
参
画
型
社
会
を
め
ざ
す

環
境
と
の
調
和
を
大
切
に

一般会計

自動車取得税交付金　10億円(0.9％)

分担金及び負担金　13億2,706万1千円(1.3％)

利子割交付金　15億円(1.4％)

地方譲与税

22億7,00〔〕万円(2.1 ％)

使用料及び手数料
22億8,507万7千円(2.1％)

県支出金
24億4,244万2千円(2.3％)

諸収入
26億6,778万5千円(2.5％)

繰入金
41億1,852万3千円(3.9％)

国庫支出金

70億7,441万1千円(6.6％) 市税676億円 （63.3％）

市債

139 億2,860 万 円

Ｋ （１１０％）／

1,06

8億

8千万円

一般会計

農林水産業費　4億1,357万2千円(0.4％)

議会費　8億1,104万7千円(0.8％)

商工費　15億7,288万4千円(1.5％)

消防費

49億1,233万2千円(4.6％)

公債費
108億5,007万7千円

(10j ％)

総務費

115 億8,698 万1千 円

(10.8 ％)

教育費

139億4,027万7千円

(13.0％)

衛生費

262億

5,858万4 千円

i叺（24.6％）

土木費

192億

9,976万9千円

(18.1％)y

民生費

168億

8,498万

6千円

(15.8％

)

1,06

8億

8千万円

多
様
な
福
祉
需
要
に
対
応



駅の周辺は自転車でいっぱい地域の顔
文
化
ホ
ー
ル
・
市
政
広
報
コ
ー

ナ

ー
の
写
真
入
り
パ
ネ
ル

が
、
新

し
い

も
の
に
替
わ
り
ま
し
た

。

テ

ー
マ
は
昨
年
の
市
制
五
十
周

年
に

合
わ
せ
市
の
歴
史
で

す
。
市

内
七
ヵ
所
に
注
目
し
、
同
一
地
点

の
時
の
流
れ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
で
見
る
松
戸
の
変
容
を
、

ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い

。

場
所
文
化
ホ

ー
ル
　

時
間
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
毎
週
月
曜
日
休

館
）
題
広
報
課

少
し
遠
く
て
も
必

ず
利
用
し
よ

う

が
、
駐
車
場
案
内
板
や
放
置
自
転

車
防
止
指
導
員
の
指
示
に
従
っ
て

ほ
か
の

駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ

さ
い
。
遠
く

な

る
と
い

っ
て

も
、
九

三
％
は
駅
か
ら
三
百
㍍
以
内
に
あ

り
ま
す
。
あ
と
五
分
の
早
起
き
で

余
裕
の
あ
る
駐
車
場
を
利
用
で

き

ま
す
。

な
る
べ
く
自
転

車
を
控
え
て

、
利

用
し

よ

う

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫

、
胃

丈
夫
、
大

丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
八
青
年
後
期
（
3
0
～
3
9
歳
）

三
十
路
に
さ
し
か
か
り

、
人

生
で

最
も
充
実
し
た
時
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
少

し
く
ら
い
の
無
理
を
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
。
身
体
に
は

自
信
が
あ
る
。
大
体
忙
し
く
て

歯
医
者
な
ん
か
に
行
っ
て
ら
れ

な
い

よ
。
歯
な
ん
か
悪
く
た
っ

て

命
に
別

状
な
い

だ
ろ
う
。
痛

く
な
け

れ
ば
、
歯
医
者
の
顔
な

ん
か
見
た
く
も
な
い
。
毎
日

磨

い
て
い
る
し
、
歯
槽
膿
（
の
う
）

漏
と
虫

歯
に
効
果
の
あ
る
Ｘ
Ｘ

Ｘ

歯

磨

き
を

使
っ
て

い

る
し

三
十
歳
代
で
は

、
厳
密
に

言

え
ば
大
半
の
人

が
す
で
に

初
期

の

歯

周

病
に

侵
さ

れ
て
い

ま

す
。
初
期
で

あ
れ
ば
、
簡
単
な
治

療
と
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
受
け
る
こ
と
で

、
そ
れ
以
上

の

進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
で

す
。
当
り
前
の
よ
う
で

す
が
、
こ

れ
が
一
番
大
切
な
こ

と
な
の
で

す
。

4／6 嬾 ～15 沐）

老

年
期
に

さ
し
か
か
っ
た
と

き
、
充
実
し
た
楽
し
い

人
生
を

送
る
た
め
に
は
、
三
十
歳
代
の

下
準
備
が
大
き
く
も
の

を
い
う

こ

と
に
な
り
ま
す
。
三
十
歳
代

で
し

っ
か
り
口
腔
（
く
う
）
全
体

の

環
境

を

整
え
て

お

く
こ

と

が
、
そ
の
後
の
歯
科
的
な
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
身
を
守
る
上
で
大
変

重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で

繰
り
返
し
申
し
上
げ
て
き
た
よ

う
に

、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と

は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん

。

歯
科
の
問
題
に
限
ら
ず
、
三

十
歳
代
の
つ

け
は
後
で
思
わ
ぬ

と
こ

ろ
で

回
っ
て

く
る

も
の

で
す
。
歯
科
医

院
を
健
康
管
理

の
た
め
に
お
気
軽
に

ご
利
用
く

だ
さ
い
。
三
か
ら
六
ヵ
月
ご
と
の

定
期

検
診
を
ぜ
ひ
お
薦
め
し
ま

す
。
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る

幸
せ
を
つ
か
む
た
め
に
、
私
ど

も
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
　
（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

春
の
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

気
を
つ
け
て
　
な
れ
た
道
ほ
ど
　
あ
ぶ
な
い
ぞ

重
点
目

標

○

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
・
無
謀
連
転
の
追
放

○
駐
車
違
反
の
追
放

東

漸

寺

史

料

集

を

刊

行

「
小
金
の
御
忌
（
ぎ
ょ
き
）
」
の

お
寺
と
し
て
有
名
な
小
金
の
浄
土

宗
缸
林
東
漸
寺
の
史
料
集
を
、「
松

戸
市
史
史
料
編
（
六
）
東
漸
寺
史

料
」
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

こ

の
史
料
集
に
は
、
東
漸
寺
の

沿
革
、
御
忌
の
由
来
を
は
じ
め
、

住
職
の
「
心
得
書
」
な
ど
を
通
し

て
近
世
寺
院
の

様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

定
価
五
千
円
　

販
売
場
所
博
物

館問
博
物
館
市
史
綢
さ
ん
係
容
8
4－

8
1
8
1

番

早

成
６

年
度

の

は

か
り

の

検

査

を

左

表

の
日

程

で

行

い

ま
す

。

計

量

法

が
昨

年

１１
‥一
月
に

改

正

さ

れ

、
検

査

は
二

年
に

一

回
と

な

り

ま
し

た

。
こ

れ

に

伴

い

市
内

を

郵

便

番
号
2
7
0地
区

と
2
7
1地
区

の

二

つ

に

分
け

、
一

年
交

代
で

実
施

す
る
こ

と

に

な

り

ま
し

た

。

今

年
は
2
7
0地

区

が
対

象

と
な

り

ま

す

。

従
来

定

期

検
査

の

対

象

外
と

な

計量器検査日程表

日　　時 会　　場
持ち
物

4/12 吹）
午前
10
時～
正午
と午
後1
時～
3時

六実支所
はか

り・

申請

署・

手数

料

13困 馬橋東市民センター

19《火)･20竭 五香市民センター

5/10(火) 小金北市民センター

11伽 小金市民センター

17(火)･18伽 小金原体育館

24(火)･25伽 青少年会館

7/22 廁 松飛台小学校

27團 常盤平第三小学校

28困･29廁 常盤平市民センター

国
民
年

金
保
険
料
の

納
入

通
知
書

を
発
送
し
ま
し

た

平
成
６

年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
入
通
知
書
を
、
４

月
１
日

に

発
送
し
ま
し
た
。
保
険
料
額
は
、

下

表
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
納
入
に
は
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま

す
。
納
め
る
手

間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）

へ

、
納
付
書
綴
り
込
み
の
申
し
込

み

書
と
預
金
通
帳
、
銀
行
印
を
持

参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
外
に
口
座
を
お
持
ち
の
人
で

も
、
松
戸
市
内
に

本
・
支
店
の
あ

る
金
融
機
関
で

あ
れ
ば
利
用
で
き

平成 ６年度・国民年金保険料

月額保険料 年間保険料 前年保険料 前納割引額

定額 11,100円 133,200円 129,990円 3,210円

付加年

金込み 11,500円
138,〔)00円 134,670円 3,330円

ま
す
。

閲
国
民
年
金
課
保
険
料
係

バ
ス

や

徒

歩

駅
周

辺
の
放
置

自
転
車
は
、
み
ん

な
の
迷
惑

で
す
。

歩
行

者
の

通
行
を

妨

げ
る

ば
か
り

で
な

く
、
駅
周

辺

の
美

観
を
損
ね
、
消
防
車

や
救
急
車

の
活

動
も
妨

げ
、

身
障
者

に
は
危
険
を

も
た
ら
し

ま
す
。

春
先

は
通
勤
・
通

学
に
、
自
転

車
や
オ
ー
ト

バ
イ

を

利
用

す
る
人

が
増
え

る
季

節
で
す

が
、

自
転
車
駐

車

場
は
無

限
に
増
や
せ

る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。

バ
ス
な

ど
の
交

通
機
関

を
利
用

で
き
な

い

か
、

歩

け

る
距

離
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
、
今

一
度
、
考

え
て
み

て
は

い
た
だ
け
な

い
で
し

ょ
う

か
。

固

安
全
課

て
き
ま
し
た

。
そ
の
結
果
、
昭
和

5
8年
に

は
約
一
万

五
千
台
あ
っ
た

路
上
や
歩
道
の
放
置
自
転
車
は
、

約
七
千
三
百

台
に
ま
で
減
少
さ
せ

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
表
①
）
。

年

々
増
加
し
続

け

る

自
転
車
の
駅
へ

の
利
用

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る
自
転

車
（
オ
ー
ト
バ
イ
を
含
む
）
の

駅

へ
の
利
用
（
表
①
）
に
対
応
す
る

に
は
、
地
価
の
値
上

が
り
、
駅
周

辺
の
土
地
不
足
な
ど
か
な
り
厳
し

い
情
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
松
戸
・
北
小
金
・
常
盤
平
・

元
山
・
六
実
の

五
駅
は
、
自
転
車

駐
車
場
の
収
容
台
数
（
定
数
）
を

検
証
　
七
ヵ
所
の
駐
車
場
に
余
裕
あ
り

救急車の活動を妨げることもあります

表② 駐車場が定数を超えて使われている駅
駅名 収容台数( 定数) 利用台数 利用率

松　戸　駅 4,577台 5,976台 131％

北 小 金 駅 3,577台 4,907台 137％

常 盤 平 駅 2,054台 2,241台 佃9％

元　 山　 駅 1,250台 1,472台 118％

六　実　駅 1,500台 1,971台 131％

上
回
る
利
用
台
数
（
実
際
に

利
用

し
て
い
る
台
数
）
が
あ
り
、
か
な

り
無
理
を
し
た
使
用
状
況
に

な
っ

て
い
ま
す
（
表

②
）
。し
か
も
、
新

し
い
駐
車
場
設
置
の
見
通
し
は
、

決
し
て

明
る
い
と
は
い
え
な
い
状

態
で

す
。

今

一
度
考

え
て

く
だ

さ
い

通

勤
・
通

学
手
段

年
間
の
月
別
自
転
車
利
用

者
数

に
よ
る
と
、
冬
期
に
は
夏

期
の
三

五
％

減
に

、
ま
た
雨
の
日
に
は
半

分
以
下
に

自
転
車
利
用
者
が
減
っ

て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
寒
さ
や
雨

の
た
め
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関
や

徒
歩
に
切
り
換
え
て
い
る
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。

自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
は

、
近

距
離
交
通
手
段
と
し
て
大

変
便
利

な
も
の
で

す
。
し
か
し

、
わ
た
し

た
ち
の
住
む
街
の
顔
で

あ
る
駅
周

辺
を
守
る
た
め
に
も
、
バ
ス
な
ど

の
交
通
機
関
や
徒
歩
な
ど
、
自
転

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
わ
な
い
方

法
を
、
今
一
度
考
え
て
み
て

く
だ

さ
い
。

４
月
７
日
困
午
後
２
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

み
ど
り
号
で

お
は
な
し
会

が
始
ま
り
ま

す

みどり号土曜日コース

駐車場 時　間

梨香台団地
午前10時50分

～11時30分

高塚団地
午後１時10分
～１時50分

セイコー電子工業

高塚寮
午後２時10分
～２時40分

野菊野団地
午後３時2C}分

～４時

し
ま
す
の
で
中
止
し
ま
す
。

醴
市
立
図
書
館
容
6
5
－
5
1
1
5

番

駐

車

場

市
内
の
各
駅
周
辺
に
は
、
約
七
　

ん
な
の
迷
惑
に

な
っ
て
い
ま

す
。

千
三
百
台
の
自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
　
　

松
戸
駅
な
ど
五
つ
の
駅
周
辺

を

イ
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

除
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
駅
で
は

放

忙
し
い
通
勤
・
通
学
時
間
に
少
　

匱
自
転
車
を
受
け
入
れ
る
余
裕
が

し
で

も
駅
の
近
く
に

自
転
車
を
置
　

あ
り
ま
す
。

き
た
い
の
で
し
ょ
う
が
、「
私
ひ

と
　
　

駅
に
近
い
駐
車
場

が
満
車
だ
と

り
く
ら
い
な
ら
」
の
気
持
ち
が
、み
　

つ
い

放
置
し
て
し
ま
い

が
ち
で

す

時

が
変
え

た

風

景

を
展
示
中

昭
和
1
0年
こ
ろ
の
春
雨
橋

事

業

所

名

簿

整

備

調

査

に

ご
協

力

く

だ

さ

い

今
月
の
中
旬
に
、
全
国
の
す
べ

て
の
民
営
の

事
業
所
を
対
象
に
、

「
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
」

が
行

わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
の

産
業
構
造
や
事
業
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
も
の

で
す
の
で

、

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

問
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

平

成

６

年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

４
月
2
0日
團
ま
で

の
午
前
８
時

3
0分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）
　

会
場
資
産
税
課
税
課

※
縦
覧
で
き
る
の
は
、
納
税
義
務

者
お
よ
び
代
理
権
を
有
す
る
人

新
松
戸
駅
周
辺

新
松
戸
駅
周
辺
に
は
六
千
三
百

十
台
の
自
転
車
が
乗
り
入

れ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
放
置
自
転

車
は
七
百
七
十
二
台
。
松
戸
駅
・

北
小
金
駅
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
３
。

し
か
し
、
自
転
車
駐
車
場
の
収
容

可
能
台
数
は
七
千
五
百
四

十
四
台

な
の
で

、
放
置
自
転
車
を
全
て
収

容
し
て

も
ま
だ
余
裕
の
あ
る
状
態

で
す
。
朝

、
通
勤
・

通
学
に
慌
た
だ
し

い

時
間
帯

。
駅
に
近
い

駐
車
場
は

も
う
満
車
で

す
。
そ
れ
で
は
、
ほ

か
の
駐
車
場
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
。
新
松
戸
駅
周
辺
に
は
十
二
力

で

す
。
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

。

※
平
成
６
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
は
、

５

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

固
資
産
税
課
税
課

児

童

扶

養

手

当

４

月

期

分

が

支

給

さ

れ

ま

す

郵

便
局

・
銀

行
と

も

４

月

１１
日

か
ら

４

月

期

分
（
１９
一
月

～
３

月

分
）

の

手
当

が
支

給

さ

れ
ま

す

。

閲

援

護

課
援

護

係

危

険

物

取

扱

者

試

験

６

月
1
9日
収
　

会
場
日
本
大
学

理
工

学
部（
船
橋
市
）
種
類
・
費
用

甲
種
・
五
千
円
、
乙

種
全
類
・
三
千

所
の

駐

車
場

が
あ
り

ま

す
（
下

図
）。
そ
の
う
ち
満
車
は
五
ヵ
所
、

残
り
の
七
ヵ

所
に
は
ま
だ
ま
だ
余

裕
が
あ
り
ま
す
。

満
車
の

⑨
駐
車
場
か
ら
線
路
を

挟
ん
で
反
対
側
に
あ
る
⑤
⑥
⑩
の

駐
車
場
に
は
空
き

が
目
立
ち
ま
す
。

一
番
遠
い

⑩
の
駐
車
場
で

も
、
駅

ま
で
五
分
し
か
か
か
り
ま
せ
ん

。

乱
雑
に
押
し
込
め
ら
れ
る
駐
車

場
は
、
い
ざ
自
分

が
乗
る
と
き
に

は
取
り
出
し
に
く
い
う
え
、
傷
も

付
き
ま
す
。
あ
な
た
の
愛
車
の
た

め
に
も
、
余
裕
の
あ
る
駐
車
場
を

利
用
す
る
方
が
お

得
で
す
よ
ね

。

四
百
円
、
丙
種
・
二
千
七
百
円

胴
４

月
1
9日
㈹
～
2
2日
面
の

間
に
、

所
定
の
願
書
（
消
防
局
お
よ
び
市

内
各
消
防
署
で
配

布
）
を
持
っ
て

消
防
局
内
松
戸
市
危
険
物
安
全
協

会
事
務
局
（
容
6
3－
1
1
1
1

内

線
2
0
7
番
）
へ

※
受
験
者
講
習
会
や
模
擬
試
験
も

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
受
験
申

し
込
み
の
際
、
併
わ
せ
て

お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

号

巡

回
コ

ー
ス

で

、

お
は

な

し

キ

ャ
ラ

バ

ン
の
「
ミ

ニ

お

は
な

し

会
」

が
始

ま

り

ま
す

。

ミ

ニ

お
は

な

し

会
で

は

、
キ

ャ

ラ

バ

ン

職

員

が
み

ど

り
号

に

乗

車

し

、

巡

回

駐
車

場
で

時

間
内

に

、

絵
本

の

見
せ

語

り

、

素

話

、
絵

本

の

紹

介

な
ど

を

行

い

ま

す

。

第

一

回
目

は

４

月
９

日

出

。
い
1
1
1
1

一

月

ま
で

実

施
す

る

予

定
で

す
。

雨

天

の

場

合
は

、
み

ど

り
号

も
運

休

文
化
ホ
ー
ル
で
写
真
パ
ネ
ル

市

立

病

院

眼

科

が

休

診

４
月
2
1
日
閑
・
一
日
廁
の
眼
科

外
来
は
、
医
師
が
学
会
出
席
の

た

め
休
診
し
ま
す
。

閲
市
立
病
院
眼
科
外
来
昔
6
3－
2

1
7
1

内
線
ｎ
／？
１
０
冖ｎ
）番

問
教
育
委
員
会
総
務
課
容
6
6

－
7
4
6
0

番

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
し
ま
す

つ
て
い
た
電
気
式
は
か
り
（
一
部

を
除
く
）
は
、
定
期
検
査
を
受
け

る
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
こ

れ
ら
の
は
か
り

を
使

用
し
て
い
る
人
は

、
1
0月
末
日
ま

で
に
市
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

届
け

出
を

し
て
い

な
い

は
か

り

は
、
幵一
月
以
降
取
引
・
証
明
に

使

用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

閲
消
費
生
活
課
計
量
係

計
量
器
定
期
検
査
　
商
売
・
証
明
用
は
必
ず
受
検
を

⑪
西
口
高
架
下
第
三
駐
車
場
に

は
余
裕
が
あ
り
ま
す

⑨
西
口
高
架
下
第
一
駐
車

場
は
既
に
い
っ
ぱ
い

だけど

放置できない地域を示す標識

自転車の駅への利用台数と放置自転車台数　表①

松戸駅周辺の駐車場はもう限界

駅
周
辺
の
自
転
車
は
一
日
に

約
四
万
九
千
台

歩道や路上に置かれる自転車はじゃまなだけではなく，命にかかわる惨事も起こしかねません

市
内
の
各
駅
周
辺
に
乗
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
は

、
一
日
に
約
四
万

九
千

台
。

市
で
は
十
八
ヵ
所
の
駅
周
辺
に
、

二
十
三
億
三
千
四
百
三
十
三
万
六

千
円
を
か
け
て
、
全
部
で
五
十
六

ヵ
所
の
自
転
車
駐
車
場
を
確
保
し

あまりにも身近すぎる自転車の利用の仕方を考えよう



応
急
手
当
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
救
急
員
1
0
万
都
市
を
目
指
し
て

あなたにも、マスターできます

そ
の
よ
う
な
と
き
、
も
し
現
場

付
近
に
い
た
人

が
、
人
工
呼
吸
や

心
臓
マ

ッ
サ

ー
ジ
な
ど
の

応
急
手

当
を
施
す
こ
と

が
で

き
れ
ば
救
命

萃
は
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
し
か
し
、

応
急
手
当
の
方
法
を
知
ら
な
か
っ

市
議

会

議

員

・
石

井
正

治
氏

（
自

由

民
主

ク
ラ

ブ

所
属

）
は

、

３

月
1
5
日

午

後
７

時

死

去

さ

れ

ま
し

た

。

享
年

七

十
二

歳
で

し

た

。

石

井

氏

は

、
昭

和
3
3
年
１１
一
月

2
7日

か

ら

、

九
期

市

議

会

議

員

石井正治市議

死去

長
、
松
戸
市
公
設
地
方
卸
売
市

場
整
備
審
議
会
会
長
、
松
戸
市

営
白
井
聖
地
公
園
建
設
事
業
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
国
有

資
産
等
取

得
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し

、
経
験

豊
富
な
議
員
と
し
て

永
年
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
長
在
任
中
、
全
国
自

治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議

会
会
長
、
千
葉
県
市
議
会
議
長

会
会
長
、
関
東
市
議
会
議
長
会

副

会
長
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
ま

し
た

。
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

市
消
防
局
で
は

、
市
民
の

皆
さ

ん
に
応
急
手
当
を
覚
え
て
い
た
だ

き
、
救
急
員
と
な
っ
て
い
た

だ
く

た
め
に
、
平
成
３

年
か
ら
町
会
・現揚に急行する救急車

経

済

変

動

対

策

資

金

対
象
最
近
三
ヵ
月
の
平
均
売
上
高

が
前
年
同
期
比
二
〇
％
以
上

減
少
、

ま
た
は
最
近
六
ヵ
月
の
平
均
売
上
高

が
前
年
同
期
比
一
五
％

以
上

減
少
し

て
い
る
大
　

限
度
額
・
返
済
期
間
等

下

表
参
照
　
申
込
期
限
平
成
７
年
３

月
3
1日
ま
で
（
一
年
間
延
長
さ
れ
ま

し
た
）

緊

急

つ

な

ぎ

資

金

対

象
①
小
企
業
者
等
で

、
本
市
で

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き

続
き
二
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人
②

市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
③
市
長
が

適
当
と
認
め
る
確
実
な
連
帯
保
証
人

の
い
る
こ
と
　

融
資
額
七
十
万

円
以

内
　

期
間
五

年
以
内
（
三
ヵ
月
間
据

え
置
き
）
　
利
率
年
三
％

家 庭 救 急 員 事 業 所 救急 員

目　　　的 家族や 親族を 守る
お客様や従業員を

守る

心肺蘇生法
１人法を中心

に行う

２人法を中心

に行う

備える機器

ポケット マスク ・

レ サシフフン等を 備

える

講習 時間
３時間

(普通救命講習)

３時間

(普通救命講習)

修　了　証 家庭救急員証 事業所救急員証

普 及 目 標
１家族１人を目標
とする

従業員の20％以上

を目 指す。 20％以
上達成した事業所

は、救急協力事業

所とし て指定しま

す

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
協
力
を

得
て

救
命
講
習
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
計
画

的
に
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

救
急
員
の
普
及
目

標
を
人
口
の

二
〇
％
と
し
て

、
松
戸
市
が
将
来

五
十
万
人
都
市
に
な
る
こ

と
を
見

込
ん
で

、
救
急
員
十
万
人
の
都
市

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、

市
民
の
五
人
に
一
人

が
応
急
手
当

訓
練
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
応

急
手
当

が
必
要

な
と
き
、
周
囲
に

声
を
掛
け
て
五

人
集
ま
れ
は
そ
の

う
ち
一
人
は
手
当
て

が
行
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

応
急

手

当
の

講
習

を

修
了

し

た

人

に

は

「
家

庭

救
急

員

証

」

を
、

事

業
所

単

位
で

講
習

を

行

っ

た
と

き
は

受

講

し

た

皆
さ

ん
に

「

事
業

所

救
急

員

証
」

を

交

付
し

ま

す
。

事

業

所
の

従

業

員

の

う

ち

二

〇

％

以

上

の
人

が
認

定

さ

れ

た
事

業

所
は

「
救

急

協
力

事

業

所
」

と

し

て

指

定

し
て

い

き

ま

す

。

講
習

は

、

一
人

で

も

二
人

で

も

随

時
行

い

ま

す
の

で

、

気

軽
に

最

寄
り

の

消

防

署
へ

お

問
い

合

わ
せ

く
だ

さ

い

。

固

消
防

局

救

急

防
災

課
｛
一一
6
3－
1

1
1
1

番

高

等

学

校

修

学

資

金

・

奨

学

金

の

申

請

を

受

け

付

け

中

申

請

期
間
４

月
2
8日

團

ま
で

〔
土
・
日
曜
日

を
除
く
〕
　
資
格

①
経
済
的
理
由
で

児
童
を
高
等
学

校
等
に

修
学
さ
せ

る
こ

と
が
困
難

な
保
護
者
②
保
護
者
が
引
き
続
き

一
年
以
上
市
内
に

住
ん
で
い
る
こ

と
③
生
徒
の
成
績
が
良
好
で

健
康

な
こ
と

④
学
校
教
育
法
に
よ
る

高

等
学
校
等
（
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・

養
護
学
校
の
高
等
部
、
学
校
法
人

の
設
置
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課

程
）
に
在
学
し
て
い
る
こ

と
⑤
法

令
、
そ
の
他
類
似
の
学
資
給
付
を

受
け
て

い

な
い
こ

と
　

支

給
額

（
月
額
）
公
立
＝
八
千
二
百
円

、

私
立
＝
一
万

五
千
円

※
前
年
度
受
給
し
て
い
た
人
も
。

新
た
に
申
請
が
必
要
で

す
。

※
申
請
書
は
援
護
課
、
市
民
課
。

各
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

茴
援
護
課
援
護
係

資　　　　金　　　 名 限 度 額 返済期間 利率(年)
利子補給率

(年)

運　　 転　　資　　 金 2,000万円 ５年以内

１年以内

3.9％

5年以内
4.3％

7年以内

4.5％

3.0％

設　　 備　　資　　 金 3,000万円 ７年以内 3.0％

小売商業経営安定化資金 2,000万円 ５年以内 3.6％

小売商業設備近代化資金 3,000万円 ７年以内 3.6％

経 済 変 動 対 策 資 金 2,000万円 ５年以内 3.7％

※融資対象…市内に営業所があり、１年以上引き

続き同一事業を営み、市税を完納していること

閲商工課振興係

母

子

家

庭

な

ど

に

修

学

資

金

を

支
給

し

ま

す

母
子
家
庭
な
ど
の
児
童
が
高
等

学
校
等
に

在
学
し
て
い
て

、
満
十

八
歳
に
達
し
た
こ

と
に
よ
り
児
童

扶
猜
手
当
や
各
種
公
的
年
金
を
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
修

学
資
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
①
平
成
６
年
４

月
２
日
か

ら
平
成
７

年
３
月
１
日
ま
で
の
間

に
、
一
番
末
の
児
童
が
満
十
八
歳

に
達
し

た
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
ま

で
受
給
し
て
い
た
児
童
扶
養
手
当

や
各
種
公

的
年
金
の
受
給
資
格
が

な
く
な
り
、
支
給
を
全
く
打
ち
切

ら
れ
た
母
子

家
庭
な
ど
で

、
児
童

が
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
場

合
。
た
だ
し

、
厚
生
年
金
な
ど
の

遺
族
年
金
受
給
者
で

、
母
親
に
受

給
資
格
が
あ
る
場
合
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
②
平
成
６

年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７

年
３
月
１
日
ま
で
の
間

に
、
一
番
末
の
児
童
が
満
十
八
歳

に
達
し
た

後
、
母
子
家
庭
な
ど
に

な
り
、
児
童

扶
養
手
当
法
に
基
づ

く
受
給
要

件
（
年
齢
要
件
は
除
く
）

に
該
当
し

、
児
童
が
高
等
学
校
等

に
在
学
し
て
い
る
場
合
。

※
「
高
等
学
校
等
」
と
は
、
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
、
ろ

う
学
校
、
養
護
学
校
、
修
業
年

隕
三
年
以
上
の
専
修
学
校
・
各

種
学
校
を
い
い
ま
す
。

※
「
母
子
家
庭
な
ど
」
と
は
、
父

親
が
死
亡
、
離
婚
、
重
度
の
障

害
者
、
法
令
に
よ
る

一
年
以
上

の
拘
禁
者
、
ま
た
は
父
親
か
ら

認
知
さ
れ
な
い
等
で

、
児
童
を

監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

支
給
額
全
部
支
給
＝
二
万

円
、

一
部
支
給
＝
一
万
三
千
円
（
一
世

帯
、
月
額
。
一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

）

支
給
期
間
申
請
が
あ
っ
た
月
の

翌

月
か
ら
、
そ
の
年
度
の
３
月
ま
で

必
要
書
類
等
在
学
証
明
書
、
申
請

者
名
義
の
市
内
金

融
機
関
通
帳
表

紙
の
コ
ピ

ー
（
郵
便
局
は
不
可
）
、

印
鑑
、
そ
の
他
必
要
書
類
　
受
付

期
間
児
童
が
満
十
八
歳
に
な
る
月

か
ら
平
成
７

年
２
月
2
8日
ま
で

問

援
護
課
援
護
係

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
受
け
付
け
と
説
明
会

４

月
1
8日
㈲
午
後
ら
時
3
0分
か

ら
　

会
場

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル

六

階
会

議
室
　

持

ち
物

筆
記
用

具
・
印
鑑

※
７
月
1
6日
出
～
９
月
3
0日
脂
の

展
示
に
つ
い
て

、
利
用
の
受
け

付
け
を
し

ま
す
。
空
き
が
あ
る

場
合
は
、
４
月
2
0日

困
か
ら
社

会
教
育
課
で
電
話
受
け
付
け
を

し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
昔
6
6

－
7
4
6
2

番

中小企業融資制度

ご利用ください

救
急
員
の
認
定
を
し
ま
す

救
急
員
の
普
及
を
目
指
し
て

た
り
、
知
っ
て
い
て
も
自
信
が
な

か
っ
た
り
す
る
と

、
救
命
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ

り
ま
す
。

も
し

応
急
手
当
を
知

っ
て

い
た
ら
-
そ
の
時
あ
な
た
は

家
庭
や
街
の
中
で
突
然
人

が
倒

れ
た
り
、
け
が
を
し
た
場
合
に
救

急
車
を
呼
ぶ
と

、
救
急
車
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
に
平
均
で
約
五

分
か
か
り
ま

す
。

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
て

倒
れ
た
場
合
、
助
か
る
見
込
み
は

時
間
と
と
も
に

急
激
に
低
く
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
五
分
の
間
に

も
、

救
命
率
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
-

五
分
問
の
空
白

に
当
選
。こ
の

間
、
議
長
を
は
じ

め

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

教
育

民

生
常

任
委

員
会

委

員

長

、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委

員
長

、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長

、
松
戸
市
学
区
審
議
会
会



市
で
は

、
４
月
１
日
付
け
で

市

の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5
0
周
年
準
備
室
の
廃
止
…
事
業

の
終
了
に

伴
い
、
廃
止
し
ま
し
た
。

女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置
…
今
ま

で
の
婦
人

会
館
が
女
性
セ
ン
タ
ー

と
名
称
変
更
し
、
総
務
部
内
の
所

管
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
セ
ン

タ

ー
は
、
婦
人
会
館
と
女
性
課
が
統

合
し
た
も
の
で
、
女
性
施
策
に
か

か
る
全
庁
的
な
企
画

調
整
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

和
名
ヶ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

女性センターがオープン

自分づくり・仲間づくり・まちづくりの拠点

開
設
準
備
室
を
設
置
…
（
仮
称
）

和
名
ヶ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
の

操
業
準
備
を
し
ま
す
。

清
掃
業
務
課
の
設
置
…
清
掃
第

１
課
と
第
２

課
を
統
合
し
て

清
掃

業
務
課
と
し
、
業
務
第
１

係
と

業

務
第
２
係
の
二
係
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
高
齢
者
対
策
室

を
設
置
…
老
人

保
健
福
祉
計
画
の

推
進
の
た
め

、

福
祉
部
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

お
せ
わ
課
が
福
祉
部
へ
…
保
健

衛
生
部
か
ら
福
祉
部
へ
移
管
し
ま

し
た
。

市
で
は
、
平

成
３
年
に
「
松
戸

市
女
性
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
だ
れ
も

が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
女
性

も
男
性
も
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮

し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

と

も
に
参
画
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で

い
ま
す
。

女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
女

性

の

学
習
の
場
と
し
て
い
た
婦
人
会

館
を
改
修
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
女

性
行
動
計
画
を

推
進
す
る
拠
点
と
し
て
ス

タ
ー
ト

す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

保
全
設
備
課
が
独
立
…
施
設
保

全
業
務
に

対
応
す
る
た
め

、
建
築

課
か
ら
分

離
独
立
し

ま
し
た
。

社
会
教
育
部
の
再
編
…
複
雑
化

し
た
業
務
を
業
務
目
的
別
に
再
編

し
ま
し
た
。
社
会
教
育
課
に

社
会

敦
育
係
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

青
少
年
婦
人
係
と
成
人
教
育
係
を

廃
止
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
青

少

年
係
は
青
少
年
会
館
へ

、
成
人

教
育
関
係
は
公
民
館
へ
移
し
ま
し

た

。
ま
た
図
書
館
の
市
史
編
さ
ん

係
が
博
物
館
へ
移
り
ま
し
た

。

閲

事
務
管
理
課

学
習
・
研
修
機
能
・：
学
習
の
機

会
と
場
を
提
供
し
、
女
性
を
取
り

巻
く
諸
問
題
解
決
に
向
け
て
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

情
報
の
収
集
・
提
供
機
能
・：
国

立
婦
人
教
育
会
館
と
の
パ
ソ
コ
ン

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
な
ど
、
女

性
問
題
の
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
と

し
て
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
・
女
性
団
体
な
ど
の

総
合

交
流
の
揚
と
し
て
…
セ
ン

タ
ー
に

集
う
人
々
の

間
で
、
連
帯
感
を
深

め
る
た
め
の

各
種
交
流
活
動

が
積

極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

女
性
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
講
演
会

「
い

ま
輝
き
た
い

わ
た
し
」

女
性
セ
ン

タ
ー
の
開
設
と
、
婦

人
週
間
（
４
月
1
0
日
～
1
6
日
）
を

講師　佐藤洋子氏

プロフィール…ジャーナリスト 、豊

島区立男女平等推 進センター所長

記
念
し
て

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
佐

藤
洋
子
氏
を
迎
え
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
…
４
月
1
4
日
團
午
前
1
0
時

～
正

午
（
費
用
無
料
）

会
場
…
女
性
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員
…

七
十
五
人
（
保
育
・
手
話

通
訳
あ
り

、要
予
約
）

圃
電
話
で

、
女
性
セ
ン
タ
１
昔
6
8

－

叭
り７
７
０
番
へ

春、始めよう

成人学校

申し込みは
11日までに公民館へ

成人学校の平成６年度第１期生を

募集します。担当が、社会教育課か

ら矢切公民館に変わりました。問い

合わせ・申し込みは矢切公民館（昔

68－1214番）へ。

科目 日程 時間 会揚
講師

教材費 定員

昼

間

講

座

世 界を 学ぶ―胃 袋で知る台 湾
5/18 、6/15 、7/20 、9/21 の

各水曜日
午前10時～
午後２時

市民会館

国際交流協会会員
呉秀珍氏

4,000円 20人

ダンボール創作教室 5/10 ～6/28 の毎週火曜日（全８回） 午後１時30分～
３時30分 包装管理士　中嶋昌彦氏 用具持参 20人

百人一首入門
5/10 ・24・31、6/7 ・21・28、7/5 ・

12･19 、8/2 の各火曜日 午後１時30分
～３時30分

市民劇場会議室
立教大学教授
守屋省吾氏

教材800円 25人

読み、書き学級（識字学級）
5/20 ～9/30 の毎週金曜日（9/23 を除

く）
勤労会館

社会教育指導員

柴田姜親氏
若干

書道「楷書の基本」
5/9 ･16･30 、6/6･13 ・20、7/4 ・

11 ・ 18、8/1 の各月曜日
午前10時～正午

小金市民
センター

墨華常任理事
今井悠水氏

3.500円 20人

和紙押し絵 5 /10～7/12 の毎週火曜日（全10回） 市民会館
和紙押し絵研究家

酒巻恵美子氏
実費 20人

ゆかたを縫おう 5/17 ～6/14 の毎週火曜日（全５回）
午後１時30分

～３時30分 稔台市民センタ
ー（別館）

婦人団体連絡会会員
吉田すゑ氏・松岡定子氏

用具持参 20人

やさしい写真講座 5/10 ～7/12 の毎週火曜日（全10回） 午前10時～正午 カ メラ マン　 中村静男氏 用具持参 30人

東京西洋館めぐり
5/12･19 、6/ 侭、7/21 、9/8 、10/

20の各木曜日

初回のみ

午前10時～

初日のみ

女性センター
市職員が引率します

交通費等
実費

25人

華道入門( 暮らし に活ける花)
5/16 ・23･30、6/6 ・20・27、7/4 ・
18・25、8/1 の各月曜日

午前句時～正午

馬橋市民

センター
松戸華道協会 実費 30人

描いて楽しい水彩画 ５／１７～７／５の毎週火曜日（全８回） 明市民センター
二科会評議員
大隅武夫氏

3,00(〕円

用具 持参
25人

名画鑑賞（技法とテーマ） 5/13 ～6/10 の毎週金曜日（全５回） 午後１時～３時

女性センター

筑波大学教授
石井武夫氏

30人

夜

部

講

座

見て聞いて知る アジ アの国々 5/18 ～6/15 の毎週水曜日（全５回）
午後６時30分
～８時30分

麗澤大学留学生 30人

ボンジユール　フランス語 4/26 ～9/27 の火曜日のうち17回
午後６時30分

～８時
市民劇場会議室 イブ･ラフォンティーヌ氏 実費 20人

みんなで考える世界史

一欧米近代の幕 開け 一
５／１２～６／９の毎週木曜日（全５回）

午後６時45分
～８時15分

教育委員会６階

会議室

聖徳高校教諭
福田尚文氏

20人

週

末

講

座

松戸を知るための松戸塾
5/21 ～3/18 の８月を除く毎月第３土曜
日 午後２時～４時

市民劇場会議室
他

少年補導員
鈴木千枝子氏ほか

50人

台東区下町風情探訪
４／２３、５／１４、６ ／１１、７／９、 ９／１０、

１０／ ８の各土 曜日
初回のみ

午前10時～

初日のみ

女性センター

タウンウォッチャー

表弥生氏

交通費等

実費
20人

ボトルシップ入門
4/23 、5/7･21 ・28、6/4･18 ・25、

7/2 ・16・23の各土曜日
午後２時30分
～４時30分

女性センター
東日本ボトルシツプ
愛好会会長　新明国由氏

実費 15人

対象…市内在住・在勤の16歳以上の人(親子の参加も可)

圉４月12日(火)必着で、往復ハガキに希望科目・住所・氏名・年齢・電話番号・返信用あて名を記入して、〒271松戸市上矢切299－1 総合福祉会館内矢切公民館
(f168－1214番) へ

※定員を超えた科目は抽選となります。定員に満たない科目は４月15日圀から電話で受け付けます。

し

尿

の

く

み

取

り

作

業

記

録

カ

ー
ド

は

見

や

す

い
所

へ

平
成
６

年
度
の
く
み

取
り
作
業

記
録
カ
ー
ド
（
人
頭
別
）
・
く
み
取

り
伝
票
（
従
量
制
）
を
、
該
当
者
あ

て
に
３
月
下

旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
や
伝
票
は
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
作
業

員
が
見
や
す
い
所
に
出
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い

。

世
帯
人
数
の

増
減
、
住
所
変
更
、

下
水
道
や
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
忘
れ
ず

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
住

所
・
人
員
異
動
は
、
住
民
登
録
の

届
け
出
と
は
別
で
す
）
。

く
み

取
り
の
要
請
は
、
前
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

閲
清
掃
業
務
課
業
務
第
二
係

市

の

林

間

学

園

施

設

（
軽

井

沢

荘

・

白

樺

高

原

荘

）

の

開

放

を

一

時

中

止

改
修
工

事
の
た
め
、
５
月
中
旬

ま
で

利
用
で
き
ま
せ
ん

。

問
学
務
課
容
6
6－
7
4
5
7

番

矢

切

派

出

所

が

開

所

矢

切

派
出

所

が

北

総

開
発

鉄

道

矢

切

駅

前
に

完

成

し

、
３

月
1
1
1
1

一
日

か

ら

業

務
を

開

始
し

ま
し

た

。

管

轄
区

域

上

矢

切

、

中
矢

切

、

下

矢

切

、
三

矢

小

台

一
丁

目

～

五

丁

目
、
栗

山
、
松

戸
七

七
・
一
三

三
・

一

四
一
〒

五

三

七

・
五

八

〇

上
（

Ｉ
ハ

・

八
一

一

～

八
二

二

・

八
二

四

～

八
二

五
　

所

在
地

松

戸

市
下

矢

切

一

一
九

番

地

閲

矢
切

派
出

所

昔
6
0－
1
9
9
1

番心

臓

病

児

の

医

療

相

談

会

４
月
2
4日
㈲
午
後
１

時
～
３

時

会
揚
馬
橋
市
民
セ
ン
タ

ー
　
相
談

医
師
市

立
病
院
小
児
科
・
松
本
康

俊
氏
　

費
用
無
料

圀
心
臓
病
の
子

供
を
守
る
松
戸
親

の
会
・
前
田
容
8
6－
5
3
1
8

番

（
午
後
７

時
以

降
）

松

戸

市

美

術

展

の

出

品

作

を

募

集

会
期
６
月
2
1日

㈹
～
７

月
３
日

㈲
　

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

対
象
十

六
歳
以
上
の
松
戸
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
・
松
戸
出
身
者
　
種
目
日
本

画
・
洋
画
・
彫
塑（
一
人
一
点
に
隕

る
）
　
費
用
出
品
料
二
千
円
（
高
校

生
は
千
円
）

※
日

本
画
・
洋
画
は
Ｍ
十
号
（
五

三
㌢
×
三
三
・
四
㌢
）
以
上
Ｆ

五
十
号
（
一
二
（
・
七
㌢
×
九

一
㌢
）
ま
で
。
額
装
と
し
、
額

つ
り
金
具
・
ひ

も
は
丈
夫
に
付

け
る
。
ガ
ラ
ス

使
用
の
額
縁
は

不
可
。
彫
塑
は

等
身
大
以

内

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
6
6

－
7
4
6
2

番

戦

跡

慰

霊

巡

拝

日
時
・
地
域
左
表
の
と
お
り

対
象
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没

者
の
遺
族
（
配

偶
者
、
父
母
、
子

、
兄
弟
姉
妹
）

で

あ
る
こ

と
②
健
康
状
態
の

良
好

な
人

③
年
齢
は
、
原
則
と
し
て
七

十
五
歳
以
下
で
あ
る
こ

と

地域 四 期 概算費用

旧ソ連墓参 5月下旬~9月下旬 26～35万円

モン ゴ ル 墓 参 ７月下旬 35～3Z万円

中　　　　　 国 ７月下旬 32～34万円

ミ ャ ン マ ー 11月下旬 36～38万円

フ ィ リ ピ ン 11月下旬 24～26万円

インド ネ シ ア ３月上旬 40～42万円

東部ニユーギニア ３月中旬 48～50万円

※
参
加
者
に
は
、
国
と
県
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
三
分
の

一
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

所
定
の
様
式
に

、
死
亡
公
報
の

写
し
ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本

と
、医

師
の
証
明
書
等
を
添
え
て

、

援
護
課
窓
口
へ

醪一
援
護
課
社
会
係
、
県
社
会
部
厚

生
課
昔
0
4
3
－
2
2
3
－
2
3
4
6

番

市
の
組
織
を
一
部
変
更

高
齢
者
対
策
室
な
ど
を
新
た
に
設
置



※タイトルが色刷りのものは、市の

主催です。会場で女性センターと

は、旧婦人会館です。

保
健
・
衛
生

松

戸

史

談

会

「
幸

田

・
中

金

杉

史

跡

め

ぐ

り

」

４

月
1
0日
収
〔
雨
天
の
場
合
は

1
7日
旧
に
延
期
〕
午
前
1
0時
本
土

寺
仁
王
門
前
出
発
　
費
用
三
百
円

コ

ー
ス

幸
田
貝
塚
・
広
徳
寺
・
平
石

弁
天
・
慶
林
寺
な
ど
徒
歩
約
五
㌔

匣
当
日
会
場
で

（
昼
食
持
参
）

閲

神
尾
昔
4
1－
2
4
5
8

番

ヤ

ン

グ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

コ

ン

サ

ー
ト

５

月
５

日

竭

午
後
２

時

開
演

会
揚
森
の
キ

ー
ル
2
1
　
費
用

無
料

出
演
小
笠
原
香
織
・
宇
野
沢
美
緒

閲
小
笠
原
登
4
2－
5
1
1
8

番

女

性

の

た

め

の

相

談

室

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時
～

午
後

５
時
　

会
揚
女
性
セ
ン

タ
ー
　
費

用
無
料
　
内
容
人
間
関
係
の

悩
み

圃
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
会
・

生
木｛
一一
4
3－8
2
3
1

番
へ

歩
く
楽
し
み
-
小
川
芋
銭
記

念
館
等
を
み
る
-

４

月
1
6
日

出

午

前
８

時

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
前

集
合

、

午

後

３

時
3
0
分
牛

久

駅
で

解
散

〔
小
雨

決

行

、

中
止

の

場

合
は
2
3
日

出
に

延

期

〕
　
　
行

程

牛
久

シ

ャ
ト

ー

、

小
川
芋
銭
記
念
館
な
ど
約
八
㌔

対

象
七

十
歳

以

上
の

人

・

五

十
人

費

用

九
百

六

十

円

（
保

険

料

・

片

道

交

通

費
含

む

、

弁
当

持

参

）

圃
４
月
1
1
1
1
一
日
㈲
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
性

別

・

年

齢

・

電

話

番
号

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松
戸

市
上

矢

切

二

九

九
－

一

矢

切
公

民

館

（

容
6
8－
1
2
1
4

番

）
へ

戸

川

昌

子

と

井

関

真

人

シ

ャ

ン

ソ

ン

の

夕

べ

４

月
2
8
日
閑

午

後
７

時

開
演

会
場

新
松
戸
・
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ

本
社
ビ
ル

ホ
ー
ル
　

費
用
四
千
円

閲
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
絵
本
を
送
る

会
事
務
局
（
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ

ン
内
）
登
4
4－
3
0
3
7

番

喜

楽

家

バ

ザ

ー

４
月
助一
日
㈲
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園
（
雨
天
の
場

合
は
喜
楽
家
）

※
物
品
提
供
や
お
手
伝
い
に
も
ご

協
力
く
だ
さ
い

。

問
喜
楽
家
容
4
4－
9
9
5
1

番

松

戸

少

年

少

女

発

明

ク

ラ

ブ

作

品

展

と

工

作

教

室

４

月
2
3日
出
・
2
4日
収

、
午
前

1
0時
～

午
後
４
時
　

会
場
文
化
ホ

ー
ル
　

費
用
無
料

問
柴
田

豊
8
7－
3
4
0
4

番

と

も

し

び

読

書

会

４

月
2
1
日

閑

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー
　

テ

キ

ス

ト

「
ク
レ

オ

パ
ト

ラ
の

夢
」
森
延

子

著

費

用
七

百

円

（
初

参

加
は

無

料

）

醴

須
之

内

登
4
3－
0
2
6
5

番

費
用

調
理
実
習
時
四
百
円
、
運

動

実
技
時
三
百

九
円

定
員
先
着

三
十
人

日時 内容

5/12 困 午前10時～
正午

オリ エンテ ーショ ン・健康

的ダイエット について

19困
午前９時15

分～正午

血液検査　太らない食べ方の

ポイント　正しい歩き方実習

26附
午前10時～

午後１時

調理実習（私の適量）

※みそ汁持 参（ 塩分測定）

６／２附

午前10時～

正午

医師の話

９困 運動実技

16困 私の工夫とＱ＆Ａ

23困
調理実習
(私の１食分再チェック)

3肭 運動実技

7/7 困
午前９時15
分～正午 血液検査・運動実技

14困
午前10時～
正午

終了式

会場 …健康 増進センター　対象 …肥満者または肥満

傾向(体重kg÷身長㎡＝24以上)の人で、当センター

の健 康増進指導コ ースを受け たこと のある人( ない

人 は受けてく ださい)

催

し

物

松

戸

東

・

北

・

中

央

・

西

子

ど

も
劇

場

低

学

年

例

会

①
４

月
1
6日
出
午
後
３
時
3
0分

②
2
4日

㈲
午
後
２
時
と
５
時
開
演

会
場
①
流
山
文
化
会
館
②
市
民
会

館
　

費
用
三
千
五
百
円
　
内
容
マ

ジ
ッ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
魔
法
使

い

の
弟
子
」

閲
荒
井
容
8
4－
0
5
0
4

番

愛の献血

期日 場所 時間 主催

4/15
圀
馬橋駅
東口

午前９時30分

～11時30分と
午後Ｏ時30分
～３時30分

松戸北

ロ ータリ ー

クラブ

1朗 ） 市役所
午前10時～

11 時45分と午後1時～4時
松戸市

黯健康管理課業務係き66－Z48Z番

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
基

礎
免
疫
と
し
て
、
初
回
接
種
二
回
、

追
加
接
種
（
翌
年
）
一
回
を
行
い
、

基
礎
免
疫
終
了
後
は
、
四
年
に

一

回
追
加

接
種
を
学
校
示

学
三
年
、

中
学
一
年
）
で

行
い
ま
す
。

平

成
２
年
４

月
２
日
～
３
年
４

月
１
日

生
ま
れ
（
初
回
接
種
二
回

分
）
と
平
成
元
年
４
月
２
日
～
２
年

４

月
１
日
生
ま
れ
（
追
加
接
種
一

回
分
）
の
人
で
、
一
月
末
ま
で
に

住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
に
は
、

３
月
下
旬
に
通
知
し

ま
し
た
。

三
歳
以
上
十
六
歳
未
満
で
、
基

礎
免
疫
ま
た
は
追
加
免
疫
を
終
了

し
て
い
な
い
人
で

、
問
診
票
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
（

ガ
キ
に
下
記

要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

※
以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る

人
は
、
そ
れ
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

茴
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
昔
6
6

三

歳

児

健

康

診

査

４

月
1
2
日

㈹

・
1
9
日

㈹

・
2
6
日

㈹
　

会

揚

松
戸

保

健

所
　

対

象

平

成

２

年
1
2
月

生
ま

れ

の

幼
児

（
1
2

月

下

旬

生

ま

れ
の

一

部

は

健

診

日

が
５

月

に
な

り

ま

す

）

※

該

当

者
に

は

健

康

診

査
票

を

送

り

ま
し

た

が

、
届

か

な
い

場

合

は
、
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
電
話

番

号

③
幼

児

氏

名

④

幼
児

生

年

月

日

⑤
保

護

者

氏

名

⑥
転

入

月

日

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松
戸

市

小

根

本
七

松

戸

保

健

所

保
健

指

導

課

三

歳
児

健

診

係

（
｛
一一
6
1－

２

１

２

１

番

｝
へ

－
7
4
8
4
番

日程表

会　場　名 日　　　　　程 時間

中 央 保 健 セ ン タ ー
4/19㈲ 4/28困 5/10図 5/20刪 6/1 團

午後
1時
15
分～
2時
30
分

6/13目 7/18(月)7/29固

五 香市 民 セ ンタ ー 4/12㈲ 4/21困 6/30困 7/12関 7/21困

松飛台 市民 センタ ー 4/19図 4/28困 6/2 内 6/14吠）6/23附

小 金北市民センタ ー 4/15廊 4/26㈲ 6/6 側 6/16困 6/2欧

東 部市 民 セ ン タ ー 4/13團 4/22圀 7/1 愬 ｱ/11(月)7/22圀

馬 橋東市民センタ ー 4/12㈲ 4/21困 7/5 以）7/14附 7/25側

健 康 増 進 セ ン タ ー 4/1詛 4/27團 7/4C月）7/13團 7/26(刈

常盤平 市民センタ ー
4/18(月)4/27團 5/9回 5/19困 5/30(月)

6/9困 7/8宙 7/19吠）

明 市 民 セ ン タ ー 4/13図 4/25回 6/22團 7/4回 7/15愬

古ヶ畸市民セ ンタ ー 4/11側 4/20團 6/21図 7/1 應 7/11(月)

稔台市民センター 4/15圀 4/26(火)6/24廊 7/6團 7/18側

小 金原市民センタ ー
4/15廊 4/25(月)6/3鬯 6/15團 6/27側

7/7 困 7/19図

新 松戸 市民センタ ー
4/14困 4/26図 5/9 回 5/18團 5/27廁

6/7(刈7/6 團 7/15宙

小 金 保 健 セ ン タ ー 4/12(火)4/22金 7/5 ㈲ 7/14困 7/25回

馬 橋 市民 セ ン タ ー 4/19(刈 4/28㈲ 5/10(刈 5/2膀 6/1團

六実市民センター別館 4/14困 4/25(月)6/10宙 6/20側 6/29團

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 4/11(月)4/20團 ｱ/1 廊 7/12吠）7/21内

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

閲市民会館

豊68－1237番

凹市民劇場

昔68－0070 番

凹文化ホール

豊67－781膰

茴市立図 書館

昔65－5115 番

閲戸定歴史館
昔62－2050番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

５
屬
３
呪

５
／
１
日
1
7臼
1
6田

４
／
1
0日

期
日

松
戸
民
踊
連
合
会
民
踊
大
会

二
松
学
舎
大
学
吹
奏
楽
団
演
奏
会

松
戸
市
民
謡
連
盟
大
会

板
東
流
舞
踊
発
表
会
（
八
洲
会
）

専
修
大
学
松
戸
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

マ
ス
ク
プ
レ
イ
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ォ
ズ
の
魔
法
使
い
」

劇
団
飛
行
船
公
演
☆

内
　
容

1
0一
朗
一

1
7一
0
0

1
0一
0
0

1
1‥
3
0

1
7一
3
0

1
1
‥
0
0

1
4一｛
Ｗ

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。
開
演
時
間
が
変
わ

る
こ

と
か
あ
り
ま

す
。

3
0山
2
9例
2
4日
2
3田
2
1附
2
0團
1
7臼
1
4困
1
0日

４
／
９
田

期
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

難

病
Ａ
Ｌ
Ｓ

の
為
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
カ
ラ

オ
ケ

大
会

☆

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

中
央
学
院
大
学
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
演
奏
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

文

化
財
講
演
会
「
法

隆
寺
昭
和
資
材
帳
へ

の

道
」（

申
込
制
）

柏
ア
オ
バ
楽
器
音
楽
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

内

容

1
7一
3
0

1
5一
0
0

1
4

１ １
Ｍ

Ｊ

1
3一
3
0

1
8一
2
0

1
5‥
0
0

1
3‥
0
0

1
4こ
Ｗ

1
0一
3
0

1
4一
0
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

５
／
３
例
～
８
日

3
0山
～
５
／
１
日

刀
‘伽
～
2
8附

2
3出
～
2
4日

1
9㈲
～
2
4臼

1
2㈲
～
1
7曰

６
困
～
1
0日

４
／
５
㈲
～
1
0日

期
　
間

三
十
周
年
記
念
緑
樹
会
展

い
け

ぱ
な
池

坊
展
ビ
ユ

ー
テ
ィ
フ
ル
エ
ナ

ジ
ー
酒
井
和
子
社
中

わ
か
ぱ
園
の
若
き
作
家
た
ち
花
と
の
出
合
い

発
明
ク
ラ
ブ
作
品
展

月
影
会
日
本
画
展

洋
画
木
曜
会
展

桃
香
会
書
展

東
葛
美
術
展

内
　
容

５
／
３
呪
2
2圀
剄一
附
1
5廁
1
4附

４
／
1
3團

期
　
日

こ
ど
も
祭
会
場

五
香
市
民
セ
ン

タ
ー

明
市
民
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

図
書
館
本
館
会
　
楊

歳
く
ら
い９

～
３ 対

象

※
午
後
3
時
～
4
時

※
時
間

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

形
　
態

後

・
分

キ

午

演
4
0し

番

は
公

時

な
0
0

日
回
1
0
は
0
0

1
3２

前

お

ー

※
の

午

わ
7
7

料

時
は

ん

酋

無
４

日
で
ン

ー
と
４

・
バ

用
眄

月

ら
ラ

費
３
５

ガ

ヤ

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
…
大
人
6
0
円
・
高
大
学
生
4
0
円
・
小
中
学
生
2
0
円

４
／
2
0團
ま
で

期
　
間

松
戸
徳
川
家
伝
来
の
美
術
工
芸
品
を
中
心
に

内
　
容

市民会館市民劇場
戸　　定
歴 史 館

惠
直
接
ま
た
は
電
話
で

、
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
（

音
6
5－
5
5
8
8

番
）
へ

あ
な
た
も
健
康
的
に
ダ
イ
ェ
ッ
ト
！
春
の
ス
リ
ム
コ
ー
ス

情　報

チャンネル

文化ホール
ギャラリー

お　は　な　し

キ ャ ラ バ ン



講
座
・
講
演

博

物

館

一

周

年

記

念

講

演

会

「
中

世

民

衆

の

姿
」

４

月
2
9日
㈲
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
講
師
神
奈

川
大
学
短
期
大
学
・
網
野
善
彦
氏

定
員
先
着
五
百
人
　

費
用
無
料

問
博
物
館
登
8
4
1
8
1
8
1
番

ふ

れ

あ

い

教

室

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

）

５

月
1
1
1
1

一
日

～
７

月
2
7
日
の

毎

週

水

曜
日

、
午

後
６

時
3
0
分

～
８

時

3
0分
　

会
場

勤

労
会

館
　

対

象
市

内

在

住

・
在

勤
の

勤

労

者

（
初

心

者

）
　
定

員

八
十

人
　

費
用

無

料

匣
４

月
1
1
1
1

一
日

㈲

［
消

印

有

惣

ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年

齢
・
電
話

番

号
・
勤
務

先
・

教
室
名
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
を
明
記

し

〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八
七
－

五

松

戸

市
役

所

商
工

課

労

政

係
へ

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

期日 時間 会場 費用 圃 問い合わせ

① 4/10(日)
午前９時
？

午後１時

栗ヶ沢小学校
校庭

無
料
当
日
現
地で

体育指導委員

松丸

き43－6608番

② 17(日)
午前９時
？

正午

新松戸西
小学校校庭

体育指導委員
木下

豊45－3429番

多

目

的

土

地

・

地

籍

情

報

シ

ス

テ

ム

セ

ミ

ナ

ー

４
月
2
8日
團
午
後
１
時
～
５

時

会
揚
幕
張
メ
ッ
セ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ

ン

ホ
ー
ル
　

内
容
新
た
な
土
地
利

用
計
画
の
動
き
に
つ
い
て

＝
東
京

大
学
助
教
授
・
大
西

隆
氏
、
自
治

体
で
の
土
地
情
報
シ
ス
テ
ム
の
上

手

な
利

用
法
＝
東

京
大

学

助
教

授
・
柴
崎
亮
介
氏
　
費
用
無
料

圉
４
月
2
0日
困
ま
で
に
、
電
話
で

景
観
担
当
室
へ

竹

細

工

教

室

４
月
1
7日
凹
午
前
1
0時
～
午
後

２
時

会
揚
船
橋
県
民
の
森

定
員

五
十
組
　
費
用
無
料
・
昼
食
持
参

圉
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
4
船

橋
市
大
神
保
五
八
六
－

二
船
橋
県

民
の

森
管
理
事
務
所

（
昔
0
4
7

4
1
5
7－
4
0
9
4

番
）
へ
　
’

教室名 日時 会場 対象 定員 費用 申し込み

①
低学年

体操教室 5/13 ～7/15

の毎 週金曜日

( 計10回)

①②午後 ４時～

５時30分

③午後５時30分

～ ７時

青少年

会館
小学校

１～３年生
60人

無料

4/20 團必着で
、

往復
ハガキ に住

所・氏名（
フリガ

ナ）･学年･ 電話番
号・会場名・教室
名を記
入し て、〒

271松戸市上本郷
4434運 動公園内
スポーツ課酋63
－9241 番 へ

※申し 込み多 数
の 場合は抽選

②

健康
体操教室

運動公
圜小体

育室
③

小学校
４～６年生

4G人

女

性

就

業

技

術

講

習

会

（

老

人

介

護

科

）

６

月

６

日

～
７

月

１１
日

ま
で

の

毎

週

月

・

火

・

木
・

金

曜
日

、
午

前
９

時
3
0
分

～

午
後
３

時
3
0
分

対

象
就

職

希

望
の

女

性

・
三

十

人

費
用

無

料
（
教

材

費
は

自

己

負
担

）

※
子

供

同

伴
で

の

受

講

は
不

可

。

匣

５

月
1
8
日
圉

・
1
9
日

閑

午

前
９

時

Å
1
1
1
1

一
時
3
0
分

、
午

後
１

時
～

４

時
3
0
分

の

問
に

、
本

人

が
印

鑑

と

ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
直
接
千
葉
県
女

性

就

業

援

助
セ

ン

タ

ー

（
千

葉

市

中

央

区

千

葉

港

四
－

三

、
一
‥一
0
4
3

－
2
4
7
1
8
5
4
1

番

）

へ

輸

入

米

の

講

演

と

料

理

講

習

会
４

月
1
2日

㈹
・
1
9日

㈹
午
前
1
0

時
～
午
後
２

時
　
会
場
京
葉
ガ
ス

Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ
ル
料
理
教
室
　
定

員
各
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

順一
４

月
８
日
窗
ま
で
に

、
電
話
で

消
費
生
活
課
消
費
生
活

係
容
6
6－

７
Ｑ
り？
】Ｑ
″番
へ

市

民

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

前

期

ク

ラ

ブ

対

抗

戦
（
ダ

ブ

ル

ス

）

４
月
2
4
日
㈲
〔
一
～
三
部
〕
、
５

月
１
日
収
〔
四
～
六
部
〕
の
午
前

９
時
～
午
後
７
時
　

会
場
運
動
公

園
体
育
館
　
費
用
一
団
体
三
千
円

惠
４

月
９
日
出
午
後
２

時
か
ら
運

動
公
園
会
議
室
で

開
か
れ
る
組
み

合
せ
会
議
で

駟一
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・

長
谷
川

登
4
1－
7
9
2
5

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

５

月
７

日

～
６

月
2
5
日

の

毎
週

土

曜
日

、
午

前
８

時
～

９

時
4
5
分

会

場

中

央
公

園

庭

球

場
　

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

者

・
七

十

人

（

抽

選

）
　
費

用

七

千
円
（

保
険
料
含
む

）

圃
４
月
1
5
日
窗
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・
電

話

番

号

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

北

郵
便

局

私

書

箱

匸

一
号

松
戸

市

テ
ニ

ス

春

の

陶

芸

一

日

教

室

４

月
1
4
日

團

午

前

９

時
3
0
分

か

ら

と

午

後
２

時

か
ら
　

会

場

陶

松
　

費

用
五

百

円

（

陶
土

・

焼
き

代

別

）
　
定

員

各

十
二

人

圃

縄

文

土

器

を

作
る

会
・

小

堀
｛
一一

6
8－

７

７

９
乙
ｇ
｝
番

募
集
し
ま
す

松

戸

少

年

少

女

発

明

ク

ラ

ブ

会

員

募

集

基
礎
コ
ー
ス
…
毎
週
土
曜
日
午

後
２

時
3
0分
か
ら
　

ア
イ
デ
ア
コ

ー
ス

…
毎
週
日

曜
日
午
前
1
0時
か

ら
（
共
に
５
月
か
ら
翌
年
３

月
ま

で

）
会
場
文
化
ホ

ー
ル
　

対
象
小

学
三
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で

費
用
年
間
五
千
円

圉
市
内
の
小
・
中

学
校
に

備
え
付

け
の

申
込
用
紙
で

問
柴
田
｛
一一
8
7－3
4
0
4

番

協
会
へ

閲
平
木
容
4
8
－
6
7
8
4
番

ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

大会名 日時 会場 対象 費用 申し込み

京葉ガ
ス杯争奪

ソフトボール

大会

６／悒日)午
前８時30分

から〔予備
日6/ 恨日)〕

聖徳大学
付属高校

グラウンド

高校生以上

のチーム
無料

４／９出午後２

時から京葉ガス
松戸支社３階会
議室で行われる

代表者会議で
固松戸市家庭婦

人ソフトボール

連盟・藤沢f191
－5236番

松戸市家庭婦人
ソフトボール

大会

4/24(日)午

前８時30分

からC 予備
日5/1 旧)〕

江戸川河川

敷ソフトボ
ール球場

市内在住の
家庭婦人の
チーム

1ﾁｰﾑ
5,踞1

青

年

海

外

協

力

隊

春

募

集

説

明

会

４

月
1
8
日
㈲

午
後
６

時
3
0
分

～
８

時
3
0分
　

会
場

勤
労

会
館

費
用
無
料
　
対
象
二
十
歳
上

二
十

九
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

圀
国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部
容

0
3－
3
3
5
9

－
8
2
8
1

番

青

少

年

海

外

派

遣

参

加

者

を

募

集

７

月
2
1
日

團

～
８

月
2
0
日

出

派

遣

先
ア

メ

リ

カ

ー
イ

ン

ド
ネ

シ

ア

ー
オ

ー
ス

ト

ラ
リ

ア

な

ど
　

費

用

十

六
万

五

千

円
～

二

十

九
万

五

千

円
　

対

象

中

学
二

年

～

高
校

三

年
・
百
人
　

応

募
締
切

５
月
１９
一
日

團

閲

瞰

国
際

青

少

年
研

修

協

会

一`一
0
3

－
3
3
5
9

－
8
4
2
1

番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

募

集

仕
事
内
容
人
形
劇
や

紙
芝
居
な

ど
の
製
作
と
上
演
を
す
る
事
業
部

員
　

対
象
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
代

の
女
性
・
若
干
名
　
勤
務
日
毎
週

火
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後

５
時
　

待
遇
時
給
七
亘

二
十
円
、

賞
与
・
交
通
費
・
社
会
保
険
有
り

面
接
４

月
1
9日
㈹
午
前
1
0時
か
ら

採
用
５

月
―
日

圃一
４

月
1
6
日

出
午

後
４

時
ま
で

に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
と
作

文
「
応
募
の
理
由
」（
八
百
字
程
塵

を
持
っ
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
ニ
ー
ニ
則

松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
昔

4
4－
3
0
3
7

番
・
火
～
土
曜
午

前
９

時
～
午
後
５

時
の
間
）
へ

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集

５
月
1
5
日
囲
雨
天
中
止
〕
午

前
1
0
時
～

午

後
３

時
　

会
場

松

戸

競

輪

場
駐

車

場
　

出

店

資

格
二

十

歳
以

上

の

個
人

ま
た

は

団
体

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
代
表
者
名
・

参

加
人

数
・
車

台

数
・
出

品
内

容
・

連

絡

先
を

記
入

し
て

、
一
エ

…Ｊ
松

戸

市

和

名
ヶ

谷
七

二

三

松

戸
よ

み

う

り

新
聞

社

フ
リ

ー
マ

ー

ケ
ッ

ト

係

（

一`
9
2
1
3
3
0
0

番

）
へ

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
ク
ラ
ブ
活
動
会
員
募
集

クラブ 募集人員 活動曜日 時間

書道 20人 第１ ・３木曜日 午前９時30分～正午

日舞 15人 第 ２～ ４土 曜日 午前10時～正午

民謡

10人

第 １～ ３水 曜日

午後１時～３時詩吟 第１～ ４木曜日

俳句 ５人 第２ ・４金曜日

兩
４

月
1
0日
㈲
ま
で
に
、
直
接
小

金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
音
4
4

－
8
2
7
0

番
）
窓
口
へ

出店費用

区分 ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ 模擬店

ﾌﾞｰｽｻｲ ｽﾞ

３ｍｘ ６ｍ

目勳車
以外の場

合はサイズか異
なります

３ｍｘ６ｍ

(車不可)

自動車利用 1,500円

自動車以外 1,000円 1,500円
プロ 5,000円 5,000円

※フリーマーケットと模擬店の出店に際しては、

日常業務として販売してい,る商品を当日販売す
る抱合には、フロと見なします。

正

看

護

婦

・

保

健

婦

パ

ー
ト

募

集対
象
五
十
歳
代
ま
で
の

有
資
格

者
　
仕
事
の
内
容
各
種
検
診
や
訪

問
看
護
な
ど
の

看
護
業
務
、
健
康

相
談
な
ど
の

保
健
婦
業
務

‘
茴
健
康
管
理
課
業
務
係
昔
6
6－

７

４
８
７

番

「

旅

の

ア

ル

バ

ム

」

に

登

場

し

て

く

だ

さ

る

方

を

募

集

広

報
ま
つ

ど
で

は
新
コ
ラ

ム
「

旅

の

ア
ル

バ
ム

」

が

始
ま

り

ま

す

。

あ

な
た

の

旅

の

思
い

出

を

お

寄

せ

く

だ

さ
い

。

圃

写

真
に

百

五

十

字

程
度

の

文

章

を

添
え

て

広

報
課

へ

匪社会教育課市民文化係

き66 －7462 番

閲博 物館

合84－8181 番

醴パークセンター

a45 －8900 番

西 東
期
間

陶
松
手
ひ
ね
り
に
よ
る
陶
作
展

翆
書
道
会
書

展

「
春
の
よ

ろ
こ

び
」

４
／
1
5廊
ま
で

林
良

一

「
矢
切
の
渡
し
」
写
真
展

水
墨
画

寿
墨
会
展

４
／
1
6圉
～
2
9吩

プ
チ
パ
レ
ツ
ト

女
性
の
楽
し
い
洋
画
展

松
戸
山
の
会
写
真
展

「
山
・
私
達
の
四
季
展
」

４
／
3
0剛
～
５
／
1
3揃

※
月
曜
日

（

祝
日

に
当
た
る
と

き
は
翌
日
）
・
第
四

金
曜
日

は
休
館
。

入
館
時
間
…
牛
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

観
覧
料
…
一
般
沺
円
・
高
大
学
生
釖
円
・
小
中
学
生
頡
円

４
／
2
9
睨
～
６
／
５

日

４
／
3
0
山
ま
で

午
後
１
時

と
３

時
か
ら

3
3分
間
（
土
・
日

・
祝

日

は
午
前
1
1時
か
ら

も
）

期
　

間

新
収
蔵
品
展
（
観
覧
無
料
）

ハ

イ
ビ
ジ
ョ

ン
映
像
「
皆
金

色
の

極
楽
堂
／

中
尊
寺

金
色
堂
」
（
観

覧
無
料
）

※
５
／
１
日

か
ら
は
「
北
京

千
年
王
城
」
を
上

映
し
ま
す
。

内
　

容

※
月
曜
日
は
休
館
。
入
館
時
間
…
午
前
９
時
Ｓ
午
後
４
時
3
0
分

物し催 示展

時
間
…
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
　
対
象
…
ど
な
た
で
も
先
着
二
十
五
人

（
雨
天
中
止
）
　
費
用
…
無
料
　
畢
当
日
会
場
で

４
／
９
出
・
2
4日
‐
2
9吩
・

５
／
１
臼
・
４
脯
・
５
吩

４
／
９
出
・
1
0日
・
1
7曰
・

2
9吩
・
５
／
１
日
・
４
脯
・
５
吩

５
／
３
吩
～
８
旧

2
9呪
～
５
／
１
臼

1
4困
～
1
7曰

４
／
６
伽
～
1
0日
期
　

日

野
鳥
観
察
教
室

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

野
外
昆
虫
教
室

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
卜
展
（
佐
々
木
啓
子
）

盆
栽
展
（
日
本
盆
栽
協
会
松

戸
支
部
）

山
野
草
展
（
日
本
盆

栽
協
会
松
戸
支
部
）

花
と
風
景
の
日
本
画
展
（
三

彩
の

会
）

内
　
容

森
の
ホ
ー
ル
2
1

伺
森
の
ホ
ー
ル
2
1昔
8
4‐・
5
0
5
0
番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………昔66－0010番
平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………公68－3756番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……昔65－3430番
衛生会館内・午後８時～11時

４
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

21世紀の森と広揚
パークセンター

小
学
生

体
操
教
室

期　日 ホール 催し物　☆印は有料 開演時間

４／９(土) 小 詩吟匡風会詩吟剣舞大会 9:30

12(火) 大 プリンセスプリンセスコンサート☆ 18:30

15宙 小 神野明ピアノリサイタル☆ 19 : 00

16山 大 梅沢富美男ショー☆ 14:0(〕18:O( 〕

17(日) 小 二葉会おさらい会 14 : 00

22忠 小 仁科みのる歌謡ショー☆ 悟:30

５／３賜 小 松戸民謡協会民謡民舞大会 11 :〔)0

博物館
松戸駅市民

ギャラリー|



リストニア女子チーム来松
ま
つ
ど
歴
史
点
描

富

士

三

十

六

景
　

小

金

原

（
大
判
錦
絵
　
＝
一
七
・
四
×
二
五
・
六
㌢

歌

川

広

重

（

初
代
・

一
七

九
七
～

一
八

五
八
年
）

リトアニアのカウナス市の女子高校生バス

ケツトポールチームが来日。３月15日、聖徳

大学付属高校体育館で、松戸選抜チームとの

間で交流試合が行われました。

試合は、パワープレーのリトフフニアに対し

てスピ ード の松戸選抜と 、それぞれが持ち味

を生かして白熱した展開に。

試合後には、選手同士の交流も行われ、国

際親善が深められました。

（市立博物館蔵）

「小金原」は、「東海道五十三次」で有名な初代歌川広重

の遺作「富士三十六景」全36枚 のうちの１枚です。

市の東側 を含む下総台地は、古代から馬を放牧した牧場

が広がり、江戸時代には「小金原」に幕府が「小金牧」を

開設しました｡ 作品の場所を特定することはで きませんが、

当時はこの絵のようにあちこちで馬が見られたようです。

（市立博物館）

おじいちゃんおばあちゃん楽しんでね
幼稚園児が老人ホームを慰問

身近な街の話題をお寄

せください。問広報課

盲導犬の飼育ボランティア

細谷由佳子さん

学
ば
せ
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
「
犬

が
人
の

愛
情
を
感
じ
、
大
を

好

き
に
な
る
よ
う
愛
情
を
注
い
で

や
る
こ
と
」
。
そ

れ
が
将
来
、
人
の

力
に

な
り
た
い
と
い
う
心
を
育
む

こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
か
ら
、

目
の

不
自
由
な
大
や

盲
導
犬
の

立

場
で

も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
犬
を
連
れ
て
街

を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
街
が
必

ず
し

も
み
ん
な
に
優
し
く
な
い

」

こ

と
に
気

が
つ
い
た

。

み
ん
な
が
住
み
よ
い
街
の
実
現

に
向
け
て
、
盲
導
犬
の
意
義
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と

、
県
内
の
同
じ
ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
仲

間
と

交

流
会
を

結

蘭と一緒に家族で

成
。
子
犬
育
て

の
悩
み
や
盲
導

犬
に
対
す
る
意

識
の

向
上
に
つ

い
て

話
し
合
っ

た
。そ
の

席
で
、

盲
導
犬
が
飲
食

店
な
ど
へ
の
入

店
を
拒
ま
れ
た

ケ
ー
ス

が
報
告
さ
れ
た
。
盲
導

犬

へ
の

理
解
が
低
く
、
盲
導
犬
の

活

躍
の

場
が
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
に

、

い
た
た
ま
れ
な
い

思
い
だ
っ
た
。

「
多
く
の
人
が
盲
導
犬
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
と

て
も
足
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
輪
を
広
げ
て
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
盲
導
犬
を
届
け
る
こ

と

が
で

き
て

活

躍
の

場

が
広

が
れ

ば
、
盲
導
犬
へ
の
理
解

も
強
ま
る

と
思
い
ま
す
」
と
協
力
を
呼
び
掛

け
る
。
今
年
２
月
、
わ
が
子
の
よ
う
に

育
て
て
き
た
「
蘭
」
を
、
盲
導
犬
訓

練
所
に
送
り
出
し
た
。
訓
練
所
で

は
約
一

年
間
、
盲
導
犬
と
し
て
必

要
な
訓
練
を
受
け
る
こ

と
に

な
る

が
、
盲
導
犬
に

な
れ
る
の
は
約
三

割
だ
と
い
う
。

「
蘭
」
を
見
送
る
と
き
、
細
谷
さ

ん
は
願
っ
た
。
「
将
来
、
盲
導
犬
と

な
っ
て
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と

。

そ
し
て

、
社
会
が
盲
導
犬
に
対
し

て

、
温
か
い
心
で
見

守
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
…
」

(
小
山
在
住
）

盲
導
犬
に
温
か
い
心
を

私たちの歌や踊りで楽しんでねと、みどり幼

稚園の園児たちのうち卒業を控えた47人が、３

月11日､養護老人ホーム松風荘を慰問しました。

園児たちは緊張しながらも、日ごろの練習の

成果を次々に披露。お年寄りの問からは大きな

拍手が送られていました。

一緒に手遊びなどもしてすっかりうちとけた

園児とお年寄りたち。最後は、手を取り合って

別れを惜しんでいました。

目
の
不

自
由
な
人
の

目
と
な
る

盲
導
犬
。
そ
の
候
補
生
た
ち
を
、
生

ま
れ
て

か
ら
訓
練
所
に
入
る
ま
で

の
約
一
年
間
、
里
親
と
な
っ
て
育

て
る
パ
ピ
ー
ウ
ォ

ー
カ
ー
の

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に

、
細
谷
さ
ん
は
取
り

組
ん
で
い

る
。

以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
が
あ
り
、
動
物
好
き
と
い

う
こ

と
も
予
伝
っ
て
、
パ
ピ
ー
ウ

ォ
ー
カ
ー
を
始
め
た
が
、「
人
命
を

支
え
る
盲
導
犬
の

候
補
生
た
ち

を

無
責
任
に
育
て
ら

れ
な
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
決
心

す
る
ま
で
か

な

り
悩
ん
だ
と
い
う
。

候
補
生
に
は
決
め
ら
れ
た
排
便

や
吠
（
ほ
）
え
な
い
し
つ
け
な
ど
を

お
年
寄
り
た
ち
も
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら

し
い
演
技

まちの話 題

（左）ゴールを目指して　（上）みんなで記念撮影

ナイスシュートで国際交流．Ｘ一みで晶厦交盾
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